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第１章 調査方法 

１ 調査目的 

本調査は、「第五次宇部市総合計画」を効率的かつ効果的に推進するため、市の施策に係る市民ニー

ズや満足度を把握するとともに、今後の施策展開に向けた基礎資料として活用することを目的に実施

したものです。 

 

２ 調査地域 

宇部市全域 

 

３ 調査期間 

令和７年６月 27日～７月 31日 

 

４ 調査対象及び調査方法 

・市内全域の満 18歳以上の市民から抽出した 3,000人 

（令和７年６月１日現在の住民基本台帳を基に層化無作為抽出を行った。） 

・調査対象者個人宛に郵便で配付 

（郵送による回収又はインターネットによる回答） 

 

５ 標本数及び回収結果 

標本数（配布数） 有効回答数 有効回答率 

3,000 人 1,173 人 39.1％ 

 

〔調査(アンケート)の有意性〕 

本調査のように、全体（母集団）から一部を抽出して行う標本調査においては、統計上の有意性を確

保するために、母集団の規模や信頼度、許容誤差等を踏まえ、必要標本数を満たす必要があります。 

必要標本数は下記の式により算出することができ、本調査において信頼度を 95％、許容誤差を 5％

とした場合の必要標本数は 384となり、有効回答数（1,173人）はこれを上回っています。 

 

 

 

 

 

  
ｎ＝必要標本数、Ｎ＝母集団数(市の人口)、 

e＝許容誤差(５％)、Ｐ＝回答比率(50％)、k＝信頼度係数(95％) 

ｅ
―
ｋ
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示しています。また、小数点以下第２位を四

捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になる

ため、回答の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を除いているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計（全体）

の有効回答数が合致しないことがあります（クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類した集

計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表を作成することにより、その相互の関係を明らか

にするための集計方法です。） 

・設問に対し回答がないもの（無回答）は、原則として集計から除いています。（ただし、回答者の

属性や過去調査との比較においては、無回答も含めて集計しています。） 

 

７ 設問の概要 

(1) あなた自身のことについて（問１～問７） 

(2) 宇部市の住みやすさについて（問８～問 15） 

(3) 宇部市のまちやご自身について思うこと（問 16～問 52） 

① 産業や雇用環境について（問 16～問 19） 

② 子育て支援や教育環境について（問 20～問 24） 

③ 観光やイベント、スポーツ・文化活動について（問 25～問 29） 

④ 人権尊重や健康・福祉・医療について（問 30～問 36） 

⑤ コミュニティや環境保全、安心安全、都市基盤などについて（問 37～問 45） 

⑥ 行政運営について（問 46～問 52） 

(4) 第五次宇部市総合計画 前期実行計画 各施策の満足度・重要度について（問 53） 
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第２章 調査結果 

１ 回答者属性 

問１ あなたの性別をお答えください。（〇は１つ） 

「男性」の割合が 40.5％、「女性」の割合が 58.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（〇は１つ） 

「70歳以上」の割合が 22.3％と最も高く、次いで「60歳代」の割合が 20.3％、「50歳代」の割合が

18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリ 件数

男性 475

女性 684

その他 11

無回答 3

全　体 1,173

カテゴリ 件数

10歳代 16

20歳代 92

30歳代 147

40歳代 200

50歳代 216

60歳代 238

70歳以上 262

無回答 2

全　体 1,173

男性

40.5％

女性

58.3％

その他

0.9％

無回答

0.3％

10歳代

1.4％
20歳代

7.8％

30歳代

12.5％

40歳代

17.1％

50歳代

18.4％

60歳代

20.3％

70歳以上

22.3％

無回答

0.2％
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問３ あなたの家族構成をお答えください。（〇は１つ） 

「２世代世帯(親子)」の割合が 39.8％と最も高く、次いで「１世代世帯(夫婦のみ)」の割合が 28.6％、

「単身」の割合が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、以下の方と同居されていますか。(該当する方がいれば、すべてに〇） 

「65 歳以上の方」の割合が 30.3％と最も高く、次いで「小学生」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単身

24.2％

１世代世帯

(夫婦のみ) 

28.6％

２世代世帯

(親子) 

39.8％

３世代世帯

(親・子・孫) 

5.7％

その他

0.9％ 無回答

0.8％

％

就学前の乳幼児

小学生

中学生

高校生・高専生

大学生・専門学校生

65歳以上の方

無回答

9.0

10.8

7.3

7.8

3.1

30.3

46.0

0 10 20 30 40 50

カテゴリ 件数

単身 284

１世代世帯（夫婦のみ） 335

２世代世帯（親子） 467

３世代世帯（親・子・孫） 67

その他 11

無回答 9

全　体 1,173

カテゴリ 件数

就学前の乳幼児 106

小学生 127

中学生 86

高校生・高専生 91

大学生・専門学校生 36

65歳以上の方 356

無回答 539

※全回答者（1,173 人）のうちの割合 
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問５ あなたの職業をお答えください。（〇は１つ） 

「会社員・公務員」の割合が 38.7％と最も高く、次いで「無職」の割合が 21.5％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリ 件数

会社員・公務員 454

パート・アルバイト（学生は除く） 206

自営業及び家族従業員 87

農林水産業 7

家事専業 99

学生 26

無職 252

その他 30

無回答 12

全　体 1,173

会社員・公務員

38.7％

パート・アルバイト

（学生は除く）

17.6％

自営業及び

家族従業員

7.4％

農林水産業

0.6％

家事専業

8.4％

学生

2.2％

無職

21.5％

その他

2.6％

無回答

1.0％
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問６ あなたの居住地区をお答えください。（〇は１つ） 

「西岐波」の割合が 11.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

東岐波 96

西岐波 139

川上 51

常盤 38

恩田 94

岬 26

見初 18

上宇部 82

神原 43

琴芝 57

新川 49

小羽山 44

鵜の島 26

藤山 90

原 40

厚南 91

黒石 65

西宇部 46

厚東 16

二俣瀬 4

小野 10

船木 26

万倉 6

吉部 8

8

1,173全　体

カテゴリ

東
部

中
南
部

西
部

北
部

無回答

％

東岐波

西岐波

川上

常盤

恩田

岬

見初

上宇部

神原

琴芝

新川

小羽山

鵜の島

藤山

原

厚南

黒石

西宇部

厚東

二俣瀬

小野

船木

万倉

吉部

無回答

8.2

11.8

4.3

3.2

8.0

2.2

1.5

7.0

3.7

4.9

4.2

3.8

2.2

7.7

3.4

7.8

5.5

3.9

1.4

0.3

0.9

2.2

0.5

0.7

0.7

0 5 10 15
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問７ あなたの宇部市（旧楠町を含む）での通算居住年数をお答えください。（〇は１つ） 

「30年以上」の割合が 59.2％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 14.7％、「10～19年」の割

合が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリ 件数

１年未満 20

１～４年 68

５～９年 70

10～19年 142

20～29年 173

30年以上 695

無回答 5

全　体 1,173

１年未満

1.7％ １～４年

5.8％

５～９年

6.0％

10～19年

12.1％

20～29年

14.7％

30年以上

59.2％

無回答

0.4％
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２ 宇部市の住みやすさについて 

問８ 宇部市は住みやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」を合わせた“住みやすい”の割合が 88.2％、「どち

らかといえば住みにくい」「住みにくい」を合わせた“住みにくい”の割合が 11.3％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

無回答

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

回答者数 =

男性 471

女性 682

40.3

39.0

48.0

50.4

10.4

9.4

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

39.0

37.3

38.1

38.5

49.2

50.9

50.0

50.6

10.1

8.1

9.0

8.2

1.2

2.4

2.1

1.8

0.6

1.2

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別にみると、18～29 歳から 60～69歳まで年代が下がるほど「住みやすい」の割合が高く、30～

39 歳から 60～69 歳まで年代が上がるほど「どちらかといえば住みやすい」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別】 

家族構成別にみると、３世代世帯(親・子・孫)で“住みやすい”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

回答者数 =

18～29歳 108

30～39歳 147

40～49歳 199

50～59歳 216

60～69歳 236

70歳以上 259

46.3

40.8

39.7

36.6

32.6

42.9

45.4

44.9

46.2

50.5

56.8

49.0

7.4

13.6

12.6

11.1

9.7

6.9

0.9

0.7

1.5

1.9

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

回答者数 =

単身 281

１世代世帯(夫婦の
み)

333

２世代世帯(親子) 466

３世代世帯(親・子・
孫)

67

その他 11

36.3

39.6

39.5

49.3

27.3

50.2

50.5

48.1

46.3

72.7

11.0

9.6

11.2

4.5

2.5

0.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“住みにくい”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数別】 

居住年数別にみると、１年未満で“住みにくい”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

回答者数 =

東部 321

中南部 527

西部 242

北部 70

43.6

38.9

39.3

18.6

47.0

49.5

51.2

55.7

7.8

10.4

8.7

24.3

1.6

1.1

0.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい 住みにくい

回答者数 =

１年未満 20

１～４年 68

５～９年 70

10～19年 142

20～29年 173

30年以上 689

10.0

38.2

35.7

38.0

42.2

39.9

55.0

51.5

44.3

47.2

47.4

50.8

30.0

10.3

18.6

11.3

9.2

8.6

5.0

1.4

3.5

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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宇部市の住みにくいところ／住みやすいところ【項目別】 

複数回答有（最大３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住みにくい どちらかといえば住みにくい どちらかといえば住みやすい 住みやすい

回答者数＝14 118 577 457 

※「住みにくい」「どちらかといえば住みにくい」と 

回答した人については、マイナスで表示していま

す。 
15 ページへ 12 ページへ 

人

道路や公園がよく整備さ
れている

住環境が良い

自然環境に恵まれている

教育環境が良い

歴史的・文化的な環境が
良い

公共交通が便利

近所づきあい、コミュニ
ティが良い

通勤・通学が便利

医療・福祉サービスが充
実している

食料品や家庭用品等の生
活必需品の買い物が便利

家具・家電や趣味品等の
買回り品の買い物が便利

子どもを育てやすい

その他

無回答

住環境が悪い

自然環境に恵まれていな
い

教育環境が悪い

歴史的・文化的な環境が
悪い

公共交通が不便

道路や公園の整備が不十
分

通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不
足している

治安が良い

自然災害が少ない

娯楽・レジャー施設が充
実している

働く場所が多い

インターネットなどの通
信環境が良い

行政サービスが便利

無回答

食料品や家庭用品等の生
活必需品の買い物が不便

家具・家電や趣味品等の
買回り品の買い物が不便

子どもを育てにくい

近所づきあい、コミュニ
ティが良くない

治安が悪い

自然災害が多い

娯楽・レジャー施設が不
足している

働く場所が少ない

インターネットなどの通
信環境が悪い

行政サービスが不便

その他

-300 -200 -100 0 100 200 300 400 500 600
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問８で「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と答えた方にお聞きします。 

問９ あなたが思う宇部市の住みやすいところを教えてください。（○は３つまで） 

「自然災害が少ない」の割合が 49.9％と最も高く、次いで「食料品や家庭用品等の生活必需品の買

い物が便利」の割合が 34.0％、「住環境が良い」の割合が 28.4％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「道路や公園がよく整備されている」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「自然環境に恵まれている」が「自然環境が良い」、「歴史的・文化的な環境が良い」が「歴史的・文化的

な環境に恵まれている」、「道路や公園がよく整備されている」が「道路がよく整備されている」となっており、「行政サービ

スが便利」がありませんでした。  

令和７年度調査

（回答者数 = 1,034）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,202）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,139）

令和４年度調査

（回答者数 = 1,256）

％

自然災害が少ない

食料品や家庭用品等の生活
必需品の買い物が便利

住環境が良い

自然環境に恵まれている

治安が良い

医療・福祉サービスが充実
している

道路や公園がよく整備され
ている

子どもを育てやすい

通勤・通学が便利

公共交通が便利

49.9

34.0

28.4

25.6

23.8

21.8

20.1

6.2

6.1

5.8

46.2

35.2

27.9

27.9

24.0

22.2

20.3

5.3

5.6

6.7

50.5

34.7

26.0

25.7

22.7

25.0

23.1

4.8

5.9

7.9

54.7

37.4

26.4

24.0

20.0

21.1

29.8

4.1

7.4

7.6

0 20 40 60

％

近所づきあい、コミュニ
ティが良い

家具・家電や趣味品等の買
回り品の買い物が便利

教育環境が良い

インターネットなどの通信
環境が良い

働く場所が多い

歴史的・文化的な環境が良
い

行政サービスが便利

娯楽・レジャー施設が充実
している

その他

無回答

4.5

3.5

3.2

1.4

1.2

1.0

0.7

0.6

1.7

6.4

4.3

4.9

3.6

0.7

0.8

2.1

1.4

0.6

1.2

5.2

4.4

4.1

3.4

1.0

1.7

2.0

0.9

0.4

2.1

5.5

3.6

3.7

2.8

0.8

1.8

1.0

－

0.7

1.9

5.3

0 20 40 60
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【性別】 

性別にみると、男性で「自然災害が少ない」の割合が高く、女性で「食料品や家庭用品等の生活必需

品の買い物が便利」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

（回答者数 = 416)

女性

（回答者数 = 610)

％

自然災害が少ない

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が便利

住環境が良い

自然環境に恵まれている

治安が良い

医療・福祉サービスが充実している

道路や公園がよく整備されている

子どもを育てやすい

通勤・通学が便利

公共交通が便利

近所づきあい、コミュニティが良い

家具・家電や趣味品等の買回り品の買い物が便利

教育環境が良い

インターネットなどの通信環境が良い

働く場所が多い

歴史的・文化的な環境が良い

行政サービスが便利

娯楽・レジャー施設が充実している

その他

53.1

27.4

28.8

27.2

24.3

23.6

22.4

5.0

6.5

3.8

2.9

2.9

3.6

1.7

2.2

1.0

1.4

0.2

1.9

5.0

47.5

38.7

28.2

24.4

23.3

20.8

18.5

7.0

5.9

7.2

5.7

3.9

3.0

1.0

0.5

1.0

0.2

0.8

1.6

0 20 40 60
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【世代別（上位５位まで）】 

世代別でみると、全ての世代で「自然災害が少ない」が１位となっており、「自然環境に恵まれてい

る」「食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が便利」「住環境が良い」「治安が良い」が上位５位以

内に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 99 ％

自然災害が少ない

住環境が良い

自然環境に恵まれている

道路や公園がよく整備されている

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が便利

治安が良い

【若者世代（10～20歳代）】

41.4

27.3

26.3

26.3

20.2

20.2

0 20 40 60

回答者数 = 485 ％

自然災害が少ない

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が便利

住環境が良い

自然環境に恵まれている

道路や公園がよく整備されている

治安が良い

【ミドル世代（30～50歳代）】

44.3

34.4

29.1

23.5

23.1

23.1

0 20 40 60

回答者数 = 449 ％

自然災害が少ない

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が便利

住環境が良い

自然環境に恵まれている

治安が良い

【シニア世代（60歳以上）】

57.9

36.7

27.8

27.8

25.4

0 20 40 60
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問８で「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」と答えた方にお聞きします。 

問 10 あなたが思う宇部市の住みにくいところを教えてください。（○は３つまで） 

「公共交通が不便」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「娯楽・レジャー施設が不足している」の

割合が 31.8％、「食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が不便」の割合が 23.5％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が不便」

「道路や公園の整備が不十分」の割合が増加傾向にあります。一方、「家具・家電や趣味品等の買回り

品の買い物が不便」の割合が減少しています。 

また、令和６年度調査から「娯楽・レジャー施設が不足している」の割合が増加しています。一方、

「住環境が悪い」「子どもを育てにくい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「自然環境に恵まれていない」が「自然環境が悪い」、「歴史的・文化的な環境が悪い」が「歴史的・文化

的な環境に恵まれていない」、「道路や公園の整備が不十分」が「道路整備が不十分」となっており、「行政サービスが不便」

がありませんでした。  

令和７年度調査

（回答者数 = 132）

令和６年度調査

（回答者数 = 144）

令和５年度調査

（回答者数 = 143）

令和４年度調査

（回答者数 = 140）

％

公共交通が不便

娯楽・レジャー施設が不足
している

食料品や家庭用品等の生活
必需品の買い物が不便

道路や公園の整備が不十分

働く場所が少ない

通勤・通学が不便

家具・家電や趣味品等の買
回り品の買い物が不便

医療・福祉サービスが不足
している

行政サービスが不便

教育環境が悪い

59.8

31.8

23.5

18.9

18.2

11.4

8.3

7.6

7.6

6.8

56.3

25.0

18.1

12.5

20.1

10.4

10.4

7.6

11.1

4.2

63.6

28.0

13.3

11.2

23.1

12.6

14.0

9.8

8.4

6.3

61.4

34.3

17.1

10.0

20.0

13.6

18.6

9.3

－

5.0

0 20 40 60 80

％

近所づきあい、コミュニ
ティが良くない

住環境が悪い

治安が悪い

歴史的・文化的な環境が悪
い

インターネットなどの通信
環境が悪い

子どもを育てにくい

自然環境に恵まれていない

自然災害が多い

その他

無回答

6.1

5.3

5.3

4.5

4.5

3.8

0.8

0.0

8.3

8.3

7.6

11.1

6.3

1.4

6.9

9.7

2.1

2.8

8.3

12.5

10.5

9.1

11.2

4.9

6.3

8.4

2.8

2.1

5.6

9.1

5.7

6.4

5.7

8.6

7.1

5.0

5.7

0.0

8.6

7.9

0 20 40 60 80
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【性別】 

性別にみると、男性で「道路や公園の整備が不十分」「医療・福祉サービスが不足している」「子ども

を育てにくい」の割合が高く、女性で「公共交通が不便」「食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物

が不便」「歴史的・文化的な環境が悪い」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

（回答者数 = 55)

女性

（回答者数 = 72)

％

公共交通が不便

娯楽・レジャー施設が不足している

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が不便

道路や公園の整備が不十分

働く場所が少ない

通勤・通学が不便

家具・家電や趣味品等の買回り品の買い物が不便

医療・福祉サービスが不足している

行政サービスが不便

教育環境が悪い

近所づきあい、コミュニティが良くない

住環境が悪い

治安が悪い

歴史的・文化的な環境が悪い

インターネットなどの通信環境が悪い

子どもを育てにくい

自然環境に恵まれていない

自然災害が多い

その他

47.3

32.7

16.4

27.3

20.0

12.7

5.5

12.7

5.5

7.3

5.5

5.5

7.3

1.8

7.3

7.3

0.0

0.0

14.5

7.3

68.1

33.3

27.8

13.9

16.7

11.1

9.7

4.2

8.3

6.9

6.9

5.6

2.8

6.9

2.8

1.4

1.4

0.0

4.2

0 20 40 60 80
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【世代別（上位５位まで）】 

世代別でみると、全ての世代で「公共交通が不便」が１位となっています。また、若者～ミドル世代

では「娯楽・レジャー施設が不足している」が、シニア世代では「食料品や家庭用品等の生活必需品の

買い物が不便」が２位になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 9 ％

公共交通が不便

娯楽・レジャー施設が不足している

道路や公園の整備が不十分

家具・家電や趣味品等の買回り品の買い物が不便

医療・福祉サービスが不足している

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が不便

働く場所が少ない

【若者世代（10～20歳代）】

55.6

55.6

22.2

22.2

11.1

11.1

11.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 77 ％

公共交通が不便

娯楽・レジャー施設が不足している

道路や公園の整備が不十分

働く場所が少ない

通勤・通学が不便

【ミドル世代（30～50歳代）】

53.2

40.3

22.1

20.8

15.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 46 ％

公共交通が不便

食料品や家庭用品等の生活必需品の買い物が不便

働く場所が少ない

道路や公園の整備が不十分

娯楽・レジャー施設が不足している

【シニア世代（60歳以上）】

71.7

47.8

15.2

13.0

13.0

0 20 40 60 80
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問 11 宇部市の市政（まちづくり)に関心がありますか。（○は１つ） 

「関心がある」「どちらかといえば関心がある」を合わせた“関心がある”の割合が 71.6％、「どち

らかといえば関心がない」「関心がない」を合わせた“関心がない”の割合が 27.1％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で「関心がある」の割合が高く、女性で「どちらかといえば関心がある」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

20.5

19.3

18.9

22.0

51.1

48.2

49.7

45.3

21.7

24.6

23.0

24.4

5.4

6.5

6.7

5.7

1.4

1.4

1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

回答者数 =

男性 468

女性 676

26.7

17.2

45.3

56.2

22.4

21.6

5.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別にみると、18～29 歳から 60～69歳まで年代が下がるほど「関心がある」の割合が高く、18～

29 歳から 50～59 歳まで年代が上がるほど「どちらかといえば関心がある」の割合が高く、「関心がな

い」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別】 

家族構成別にみると、３世代世帯(親・子・孫)で「どちらかといえば関心がある」の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

回答者数 =

18～29歳 108

30～39歳 145

40～49歳 200

50～59歳 215

60～69歳 232

70歳以上 255

24.1

23.4

22.0

18.6

14.7

24.7

45.4

50.3

51.5

56.3

56.0

47.8

19.4

20.0

22.0

21.9

25.0

21.2

11.1

6.2

4.5

3.3

4.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

回答者数 =

単身 280

１世代世帯(夫婦の
み)

330

２世代世帯(親子) 462

３世代世帯(親・子・
孫)

66

その他 11

21.8

19.4

21.6

19.7

9.1

47.5

53.9

51.9

57.6

54.5

24.6

22.1

20.6

19.7

18.2

6.1

4.5

5.8

3.0

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で「関心がある」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数別】 

居住年数別にみると、１年未満で“関心がない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

回答者数 =

東部 321

中南部 520

西部 239

北部 70

24.0

20.8

15.5

24.3

47.4

52.7

56.5

48.6

22.7

21.7

22.2

20.0

5.9

4.8

5.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

回答者数 =

１年未満 20

１～４年 67

５～９年 70

10～19年 141

20～29年 173

30年以上 682

20.0

16.4

30.0

22.0

17.9

20.7

40.0

55.2

47.1

51.8

49.7

52.8

20.0

19.4

22.9

18.4

27.2

21.7

20.0

9.0

7.8

5.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12 宇部市に愛着(誇り)を感じていますか。（○は１つ） 

「感じている」「どちらかといえば感じている」を合わせた“感じている”の割合が 80.6％、「どち

らかといえば感じていない」「感じていない」を合わせた“感じていない”の割合が 18.5％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から“感じている”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性で「どちらかといえば感じている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

26.7

26.9

28.3

29.1

53.9

48.2

50.0

49.8

12.3

15.4

12.7

13.8

6.2

7.9

7.4

6.3

0.9

1.6

1.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

回答者数 =

男性 472

女性 677

29.4

25.6

50.4

57.2

11.7

12.6

8.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別にみると、30～39歳から 70歳以上まで年代が上がるほど“感じている”の割合が高い傾向に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別】 

家族構成別にみると、３世代世帯(親・子・孫)で「感じている」「どちらかといえば感じていない」

の割合が高くなっています。また、３世代世帯(親・子・孫)で「どちらかといえば感じている」の割合

が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

回答者数 =

18～29歳 108

30～39歳 145

40～49歳 200

50～59歳 215

60～69歳 233

70歳以上 259

23.1

23.4

25.0

26.0

23.6

35.9

52.8

52.4

54.0

58.1

57.9

49.8

14.8

15.9

13.0

12.6

12.9

8.5

9.3

8.3

8.0

3.3

5.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

回答者数 =

単身 280

１世代世帯(夫婦の
み)

334

２世代世帯(親子) 462

３世代世帯(親・子・
孫)

66

その他 11

23.6

27.8

27.3

34.8

9.1

53.2

58.4

53.2

45.5

63.6

13.9

9.0

13.2

18.2

18.2

9.3

4.8

6.3

1.5

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「感じている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数別】 

居住年数別にみると、１年未満で“感じていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

回答者数 =

東部 322

中南部 523

西部 240

北部 70

29.5

27.0

24.2

20.0

54.7

53.3

56.3

57.1

10.6

13.4

12.5

14.3

5.3

6.3

7.1

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

回答者数 =

１年未満 20

１～４年 67

５～９年 70

10～19年 142

20～29年 173

30年以上 686

5.0

10.4

21.4

17.6

25.4

31.9

45.0

55.2

38.6

57.7

59.5

54.4

25.0

20.9

22.9

15.5

9.8

10.1

25.0

13.4

17.1

9.2

5.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 24 

問 13 これからも宇部市に住み続けたいですか。（○は１つ） 

「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」を合わせた“住み続けたい”の割合が 80.9％、

「どちらかといえば住み続けたくない」「住み続けたくない」を合わせた“住み続けたくない”の割合

が 6.5％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で「住み続けたい」の割合が高く、女性で「どちらかといえば住み続けたい」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

45.2

43.5

43.0

46.1

35.7

36.5

34.9

34.1

4.9

5.4

5.5

6.0

1.6

2.2

2.3

1.9

12.0

11.5

13.1

11.0

0.5

0.9

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない

回答者数 =

男性 473

女性 681

50.3

42.3

31.5

39.1

4.9

4.8

1.9

1.3

11.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別にみると、年代が上がるほど“住み続けたい”の割合が高くなっています。また、70 歳以上

で「住み続けたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成別】 

家族構成別にみると、単身で“住み続けたい”、３世代世帯(親・子・孫)で“住み続けたくない”の

割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない

回答者数 =

18～29歳 108

30～39歳 146

40～49歳 200

50～59歳 214

60～69歳 235

70歳以上 262

34.3

39.0

40.0

44.9

43.8

59.2

34.3

35.6

42.0

37.9

39.1

27.9

7.4

10.3

4.0

4.7

4.3

2.7

2.8

2.7

0.5

1.9

0.4

2.3

21.3

12.3

13.5

10.7

12.3

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない

回答者数 =

単身 282

１世代世帯(夫婦の
み)

335

２世代世帯(親子) 465

３世代世帯(親・子・
孫)

66

その他 11

39.7

49.6

43.9

60.6

36.4

34.4

35.8

38.3

24.2

45.5

6.0

4.5

5.4

1.5

3.9

1.2

0.6

9.1

16.0

9.0

11.8

13.6

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「どちらかといえば住み続けたい」の割合が高く、「住み続けたい」の

割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数別】 

居住年数別にみると、１～４年で“住み続けたくない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない

回答者数 =

東部 323

中南部 526

西部 240

北部 70

48.0

44.9

45.4

38.6

35.6

35.7

34.6

44.3

3.7

5.5

5.8

4.3

1.2

2.1

1.7

11.5

11.8

12.5

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

わからない

回答者数 =

１年未満 20

１～４年 66

５～９年 70

10～19年 142

20～29年 173

30年以上 691

15.0

30.3

28.6

28.9

41.6

53.8

55.0

42.4

40.0

38.0

39.9

33.1

5.0

12.1

11.4

10.6

4.6

2.6

5.0

4.5

1.4

2.8

1.7

0.7

20.0

10.6

18.6

19.7

12.1

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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住み続けたくない理由／住み続けたい理由【項目別】 

複数回答有（最大３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み続けたくない どちらかといえば住み続けたくない どちらかといえば住み続けたい 住み続けたい

回答者数＝19 58 419 530 

31 ページへ 28 ページへ 

※「住み続けたくない」「どちらかといえば住み続けた 

くない」と回答した人については、マイナスで表示

しています。 

人

近くに身内がいる

友人や近所の住民との関
係が良好である

治安が良く安心して暮ら
せる

自然災害が少ない

その他

無回答

生まれ育った場所である

住宅を購入した

家賃が手頃である

通勤・通学が便利である

買い物など生活するのに
便利である

道路や公園の整備がよく
整備されている

公共交通が便利である

子育て環境が充実してい
る

医療・介護環境が整って
いる

教育環境が充実している

仕事を見つけやすい

自然環境に恵まれている

無回答

子育て環境が整っていな
い

医療・介護環境が整って
いない

教育環境が整っていない

仕事を見つけにくい

自然環境に恵まれていな
い

将来的には故郷に帰る予
定

市外に身内がいるので、
そちらに行きたい

友人や近所の住民との関
係が良くない

治安が悪い

自然災害が多い

その他

公共交通が不便である

住宅を購入できない

家賃が高い

通勤・通学が不便である

買い物など生活するのに
不便である

道路や公園の整備が不十
分

-300 -200 -100 0 100 200 300 400 500 600
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問 13 で｢住み続けたい｣｢どちらかといえば住み続けたい｣と答えた方にお聞きします。 

問 14 あなたが住み続けたいと考える理由を教えてください。（○は３つまで） 

「住宅を購入した」の割合が 40.4％と最も高く、次いで「生まれ育った場所である」の割合が 35.8％、

「近くに身内がいる」の割合が 30.2％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「自然災害が少ない」の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和６年度調査、令和５年度調査では、「公共交通が便利である」が「公共交通が充実している」となっていました。 

 令和４年度調査では、「道路や公園がよく整備されている」が「道路や公園などが整備されている」、「公共交通が便利である」

が「公共交通が充実している」となっていました。 

 

  

令和７年度調査

（回答者数 = 949）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,090）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,007）

令和４年度調査

（回答者数 = 1,130）

％

住宅を購入した

生まれ育った場所である

近くに身内がいる

自然災害が少ない

買い物など生活するのに便
利である

医療・介護環境が整ってい
る

治安が良く安心して暮らせ
る

自然環境に恵まれている

友人や近所の住民との関係
が良好である

40.4

35.8

30.2

29.5

28.7

17.1

16.6

10.0

10.0

40.0

34.9

30.9

31.9

28.2

15.6

15.0

11.5

9.5

36.1

35.6

30.9

31.0

28.3

20.1

14.1

10.9

10.9

36.3

35.7

32.9

36.2

29.4

13.5

12.8

11.4

11.0

0 10 20 30 40 50

％

通勤・通学が便利である

道路や公園がよく整備され
ている

家賃が手頃である

公共交通が便利である

子育て環境が充実している

教育環境が充実している

仕事を見つけやすい

その他

無回答

8.6

6.6

4.2

3.2

2.4

0.9

0.5

1.4

3.6

7.3

5.9

4.5

1.8

2.9

0.9

0.4

2.6

3.1

9.6

5.8

4.2

2.1

3.5

0.7

0.8

2.1

4.0

10.5

6.8

4.3

3.2

1.6

0.6

1.0

1.9

4.4

0 10 20 30 40 50
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【性別】 

性別にみると、女性で「近くに身内がいる」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

（回答者数 = 387)

女性

（回答者数 = 554)

％

住宅を購入した

生まれ育った場所である

近くに身内がいる

自然災害が少ない

買い物など生活するのに便利である

医療・介護環境が整っている

治安が良く安心して暮らせる

自然環境に恵まれている

友人や近所の住民との関係が良好である

通勤・通学が便利である

道路や公園がよく整備されている

家賃が手頃である

公共交通が便利である

子育て環境が充実している

教育環境が充実している

仕事を見つけやすい

その他

39.3

34.4

22.5

30.2

26.9

18.9

18.6

11.4

7.2

9.6

9.0

4.4

3.1

2.1

0.5

0.3

2.1

3.4

41.3

37.0

35.4

29.1

30.0

16.1

15.2

9.0

12.1

8.1

4.9

4.0

3.2

2.7

1.3

0.7

0.7

0 10 20 30 40 50
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【世代別（上位５位まで）】 

世代別でみると、全ての世代で「生まれ育った場所である」「自然災害が少ない」「買い物など生活す

るのに便利である」「近くに身内がいる」が上位５位以内に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 74 ％

生まれ育った場所である

近くに身内がいる

自然災害が少ない

通勤・通学が便利である

買い物など生活するのに便利である

【若者世代（10～20歳代）】

36.5

33.8

21.6

20.3

20.3

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 450 ％

住宅を購入した

近くに身内がいる

生まれ育った場所である

買い物など生活するのに便利である

自然災害が少ない

【ミドル世代（30～50歳代）】

45.8

35.6

33.1

27.8

26.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 423 ％

住宅を購入した

生まれ育った場所である

自然災害が少ない

買い物など生活するのに便利である

近くに身内がいる

【シニア世代（60歳以上）】

38.8

38.8

34.8

31.0

24.1

0 10 20 30 40 50
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問 13 で｢どちらかといえば住み続けたくない｣｢住み続けたくない｣と答えた方にお聞きします。 

問 15 あなたが住み続けたくないと考える理由を教えてください。（○は３つまで） 

「公共交通が不便である」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「買い物など生活するのに不便であ

る」の割合が 28.6％、「市外に身内がいるので、そちらに行きたい」の割合が 14.3％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「買い物など生活するのに不便である」「仕事を見つけ

にくい」「子育て環境が整っていない」の割合が減少傾向にあります。 

また、令和６年度調査から「治安が悪い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「道路や公園の整備が不十分」が「道路や公園などが整備されていない」、「自然環境に恵まれていない」

が「自然環境が悪い」となっており、「自然災害が多い」がありませんでした。 

  

令和７年度調査

（回答者数 = 77）

令和６年度調査

（回答者数 = 103）

令和５年度調査

（回答者数 = 101）

令和４年度調査

（回答者数 = 111）

％

公共交通が不便である

買い物など生活するのに不
便である

市外に身内がいるので、そ
ちらに行きたい

通勤・通学が不便である

仕事を見つけにくい

道路や公園の整備が不十分

将来的には故郷に帰る予定

友人や近所の住民との関係
が良くない

治安が悪い

49.4

28.6

14.3

13.0

10.4

9.1

9.1

6.5

5.2

50.5

33.0

10.7

9.7

28.2

9.7

5.8

6.8

10.7

50.5

29.7

15.8

17.8

19.8

5.9

17.8

9.9

8.9

45.0

37.8

14.4

8.1

27.0

7.2

15.3

4.5

4.5

0 20 40 60

％

住宅を購入できない

家賃が高い

医療・介護環境が整ってい
ない

教育環境が整っていない

子育て環境が整っていない

自然環境に恵まれていない

自然災害が多い

その他

無回答

3.9

3.9

3.9

3.9

2.6

2.6

0.0

16.9

13.0

2.9

6.8

6.8

6.8

12.6

3.9

0.0

21.4

6.8

4.0

3.0

7.9

5.0

5.0

1.0

1.0

16.8

8.9

2.7

8.1

4.5

4.5

11.7

6.3

－

16.2

4.5

0 20 40 60
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【性別】 

性別にみると、男性で「市外に身内がいるので、そちらに行きたい」「仕事を見つけにくい」「友人や

近所の住民との関係が良くない」「治安が悪い」「医療・介護環境が整っていない」「子育て環境が整っ

ていない」の割合が高く、女性で「公共交通が不便である」「買い物など生活するのに不便である」「道

路や公園の整備が不十分」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

（回答者数 = 32)

女性

（回答者数 = 42)

％

公共交通が不便である

買い物など生活するのに不便である

市外に身内がいるので、そちらに行きたい

通勤・通学が不便である

仕事を見つけにくい

道路や公園の整備が不十分

将来的には故郷に帰る予定

友人や近所の住民との関係が良くない

治安が悪い

住宅を購入できない

家賃が高い

医療・介護環境が整っていない

教育環境が整っていない

子育て環境が整っていない

自然環境に恵まれていない

自然災害が多い

その他

43.8

25.0

18.8

12.5

12.5

6.3

9.4

12.5

9.4

6.3

3.1

6.3

3.1

6.3

0.0

0.0

18.8

9.4

52.4

31.0

11.9

14.3

7.1

11.9

9.5

2.4

2.4

2.4

4.8

0.0

4.8

0.0

4.8

0.0

16.7

0 20 40 60
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【世代別（上位５位まで）】 

世代別でみると、全ての世代で「公共交通が不便である」「買い物など生活するのに不便である」「市

外に身内がいるので、そちらに行きたい」が上位５位以内に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 11 ％

通勤・通学が不便である

公共交通が不便である

将来的には故郷に帰る予定

買い物など生活するのに不便である

仕事を見つけにくい

市外に身内がいるので、そちらに行きたい

【若者世代（10～20歳代）】

27.3

27.3

18.2

9.1

9.1

9.1

0 20 40 60

回答者数 = 42 ％

公共交通が不便である

買い物など生活するのに不便である

通勤・通学が不便である

仕事を見つけにくい

市外に身内がいるので、そちらに行きたい

【ミドル世代（30～50歳代）】

50.0

28.6

14.3

14.3

14.3

0 20 40 60

回答者数 = 24 ％

公共交通が不便である

買い物など生活するのに不便である

友人や近所の住民との関係が良くない

市外に身内がいるので、そちらに行きたい

家賃が高い

道路や公園の整備が不十分

医療・介護環境が整っていない

【シニア世代（60歳以上）】

58.3

37.5

20.8

16.7

8.3

8.3

8.3

0 20 40 60
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３ 宇部市のまちやご自身について思うこと 

（１）産業や雇用環境について 

問 16 新しい事業の展開など、市内企業の事業活動が活発に行われていると思いますか。 

（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 27.6％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 43.8％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から“そう思わない”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

4.0

3.6

3.3

3.5

23.6

20.5

21.9

20.4

26.9

29.0

27.1

31.9

16.9

16.9

19.3

18.2

28.0

29.0

26.7

24.9

0.6

1.0

1.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 680

4.2

3.8

21.8

25.4

29.2

25.3

21.6

13.7

23.1

31.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で“そう思わない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

559

シニア世代（60歳以
上）

497

6.5

4.3

3.2

30.6

26.1

19.5

17.6

26.3

30.0

8.3

18.8

16.9

37.0

24.5

30.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 528

西部 240

北部 69

4.7

3.6

5.0

1.4

20.2

21.8

32.1

26.1

30.2

28.2

20.8

26.1

19.6

16.9

12.1

24.6

25.2

29.5

30.0

21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 17 新たな店舗の開業など、地元商業に活力を感じますか。（○は１つ） 

「感じている」「どちらかといえば感じている」を合わせた“感じている”の割合が 26.7％、「どち

らかといえば感じていない」「感じていない」を合わせた“感じていない”の割合が 58.7％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から“感じていない”の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「感じている」が「そう思う」、「どちらかといえば感じている」が「どちらかといえばそう思う」、「ど

ちらかといえば感じていない」が「どちらかといえばそう思わない」、「感じていない」が「そう思わない」となっていました。 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“感じていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

6.2

2.3

3.6

3.4

20.5

15.4

15.6

15.8

33.2

35.7

31.9

33.8

25.5

32.0

33.4

33.1

13.8

13.9

13.8

13.1

0.7

0.7

1.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 679

5.9

6.5

18.9

22.1

34.5

32.1

28.6

24.2

12.1

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど“感じている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で“感じている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

558

シニア世代（60歳以
上）

497

9.3

6.1

5.8

25.9

21.9

17.9

25.0

33.7

35.2

19.4

27.4

25.2

20.4

10.9

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 528

西部 240

北部 69

5.6

3.6

14.2

1.4

16.6

18.4

30.4

23.2

38.1

35.6

23.8

30.4

28.4

28.4

14.6

33.3

11.3

14.0

17.1

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 18 新鮮で安心な｢うべ産農林水産物｣を身近に感じていますか。（○は１つ） 

「感じている」「どちらかといえば感じている」を合わせた“感じている”の割合が 41.1％、「どち

らかといえば感じていない」「感じていない」を合わせた“感じていない”の割合が 44.8％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「感じている」が「そう思う」、「どちらかといえば感じている」が「どちらかといえばそう思う」、「ど

ちらかといえば感じていない」が「どちらかといえばそう思わない」、「感じていない」が「そう思わない」となっていました。 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“感じていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

9.0

9.5

9.6

10.0

32.1

29.1

29.3

32.7

24.9

25.0

23.4

22.1

19.9

21.3

22.5

19.9

13.6

14.4

13.6

14.2

0.6

0.7

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 680

8.7

9.1

29.2

34.9

25.0

24.4

25.2

16.6

11.9

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“感じている”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「どちらかといえば感じている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“感じている”、西部で“感じていない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

559

シニア世代（60歳以
上）

497

9.3

7.3

10.9

13.0

30.2

38.8

21.3

27.5

22.9

27.8

21.1

17.1

28.7

13.8

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 527

西部 240

北部 69

12.7

8.0

5.8

10.1

30.1

32.6

36.3

24.6

27.0

26.8

20.8

18.8

19.6

20.7

16.7

30.4

10.6

12.0

20.4

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 19 (就職する際に、市内には)希望する仕事(職種)は多いと思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 22.2％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 58.3％となっています。 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から“そう思わない”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

3.9

2.9

3.6

3.1

18.3

15.0

17.2

18.9

29.9

31.5

30.5

31.8

28.4

32.3

30.1

27.8

18.7

17.1

16.5

17.1

0.8

1.2

2.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 473

女性 677

4.7

3.4

16.1

20.4

33.4

27.9

29.6

27.9

16.3

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。また、若者世代（10～

20歳代）で「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、「そう思わない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思う”、西部で“そう思わない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

494

13.9

3.6

2.2

32.4

18.9

15.0

22.2

27.5

34.8

16.7

34.6

24.3

14.8

15.4

23.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 526

西部 241

北部 69

5.9

2.5

5.4

19.4

17.7

20.3

14.5

31.6

31.7

25.3

30.4

30.9

28.5

25.7

31.9

12.2

19.6

23.2

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）子育て支援や教育環境について 

問 20 子育てしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 62.8％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 12.2％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性で「どちらかといえばそう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

13.9

13.2

13.1

12.3

48.9

46.3

43.5

48.7

7.7

8.5

9.5

9.5

4.5

5.5

4.7

5.3

24.3

25.0

26.8

23.1

0.7

1.5

2.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 473

女性 678

15.0

13.4

45.9

52.1

8.5

7.4

4.7

4.3

26.0

22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、ミドル世代（30～50歳代）で“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

558

シニア世代（60歳以
上）

497

13.0

16.5

11.5

44.4

49.6

49.7

3.7

7.5

8.9

3.7

5.4

3.8

35.2

21.0

26.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 527

西部 239

北部 69

16.8

12.7

15.1

7.2

50.6

48.0

50.2

50.7

7.1

8.3

7.5

7.2

2.5

4.2

4.6

17.4

23.0

26.8

22.6

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 21 あなたのお住まいの地域では、子どもが健やかにたくましく育っていると思います

か。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 65.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 11.5％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

16.4

15.8

15.1

15.3

48.7

48.4

47.4

49.0

7.8

5.8

7.0

8.2

3.7

4.1

4.3

3.8

23.0

24.8

23.8

22.7

0.4

1.1

2.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 473

女性 681

17.1

16.0

46.3

50.8

9.5

6.8

4.0

3.5

23.0

22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

498

20.4

17.7

14.3

42.6

50.2

48.6

7.4

6.8

9.2

1.9

4.5

3.2

27.8

20.9

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 528

西部 241

北部 69

18.9

14.6

15.8

21.7

54.0

45.5

51.9

40.6

5.6

8.7

8.3

11.6

2.2

4.0

2.1

14.5

19.3

27.3

22.0

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 22 宇部市の学校教育の取組は充実していると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 40.0％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 16.4％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

7.4

7.1

7.6

6.7

32.6

32.2

31.4

34.5

9.9

11.8

9.7

9.0

6.5

6.0

5.6

5.8

42.5

41.4

43.0

42.4

1.1

1.5

2.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 470

女性 676

7.9

7.1

34.3

32.2

10.0

10.1

7.0

6.2

40.9

44.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど「そう思う」「どちらかといえばそう思わない」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「そう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

490

10.2

8.9

5.3

27.8

33.8

32.9

13.9

9.8

9.4

2.8

8.8

4.9

45.4

38.8

47.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 239

北部 68

10.3

5.3

8.4

7.4

34.9

31.4

34.7

29.4

8.4

11.2

10.0

8.8

7.2

6.3

5.0

11.8

39.3

45.7

41.8

42.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 23 保護者や地域の人が学校の様々な活動に参画し、地域ぐるみの教育が進んでいると思

いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 36.9％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 21.9％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

7.1

6.4

6.0

5.7

29.8

29.8

29.2

30.2

14.6

14.3

13.9

14.3

7.3

9.2

7.3

8.1

40.2

39.2

41.1

39.8

0.9

1.1

2.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 470

女性 678

7.4

7.1

27.4

31.9

17.0

13.3

9.1

6.0

38.9

41.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

491

8.3

8.7

5.1

32.4

32.3

27.1

10.2

14.1

16.3

7.4

7.3

7.5

41.7

37.6

44.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 239

北部 70

6.5

5.0

10.0

14.3

33.0

29.5

28.9

27.1

15.3

14.7

15.1

12.9

7.5

7.0

7.5

10.0

37.7

43.8

38.5

35.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 24 生涯学習など、学びの機会に恵まれていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 41.4％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 24.5％となっています。 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から“そう思う”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

6.5

5.0

6.0

5.3

34.9

28.1

28.8

30.4

15.5

16.2

17.4

17.7

9.0

11.7

10.0

10.8

33.3

38.1

35.5

34.0

0.9

0.9

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 470

女性 679

6.8

6.3

31.5

38.0

18.1

14.1

11.9

7.1

31.7

34.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

493

13.9

6.3

5.3

28.7

37.1

34.3

9.3

14.6

18.3

7.4

10.2

8.1

40.7

31.8

34.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 527

西部 238

北部 70

8.7

5.5

5.0

7.1

32.1

35.5

38.7

35.7

17.8

14.8

14.7

17.1

8.1

9.7

8.8

10.0

33.3

34.5

32.8

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）観光やイベント、スポーツ・文化活動について 

問 25 市外の人に自慢できる観光資源があると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 35.9％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 54.1％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

8.5

8.5

8.2

9.5

27.4

24.9

26.1

25.7

28.4

29.2

28.4

29.0

25.7

26.9

26.2

25.7

8.9

10.0

9.6

8.5

1.1

0.5

1.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 677

9.2

8.4

25.8

29.0

27.7

29.0

30.1

23.5

7.2

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「どちらかといえばそう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「そう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

559

シニア世代（60歳以
上）

491

10.2

9.3

7.5

31.5

25.0

29.7

22.2

27.2

31.8

22.2

30.4

22.0

13.9

8.1

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 238

北部 69

10.6

8.6

7.6

4.3

26.5

29.7

25.6

27.5

30.5

27.8

29.0

26.1

26.5

26.1

23.9

33.3

5.9

7.8

13.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 54 

問 26 大規模な会議や学会、イベント等が盛んに開かれ、市内外から多様な人々が集まって

いると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 16.9％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 63.5％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

3.0

3.1

2.4

2.7

13.9

12.5

14.8

12.8

29.1

30.3

27.5

30.2

34.4

34.1

33.3

35.2

18.7

19.6

20.5

17.7

0.9

0.4

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 679

3.0

3.1

14.1

14.1

27.3

30.6

40.5

30.6

15.1

21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、「そう思わない」の割合が低くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、東部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

559

シニア世代（60歳以
上）

493

7.4

3.9

1.0

29.6

14.8

9.7

19.4

28.1

32.7

21.3

36.1

36.3

22.2

17.0

20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 526

西部 239

北部 68

4.3

2.5

2.5

1.5

10.6

16.9

10.9

19.1

31.1

27.0

32.6

27.9

38.5

35.0

31.4

30.9

15.5

18.6

22.6

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 27 あなたは、どのくらいの頻度でスポーツ・レクリエーション活動を行っていますか。

（○は１つ） 

「全くしない」の割合が 34.0％と最も高く、次いで「年に数回程度」の割合が 21.2％、「週１～２

回」の割合が 17.6％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性で「全くしない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

週３回以上 週１～２回 月２～３回 年に数回程度 全くしない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

13.5

14.2

13.1

7.5

17.6

16.8

19.6

14.5

12.9

11.4

12.1

10.3

21.2

20.8

20.9

22.6

34.0

36.4

32.6

43.7

0.9

0.4

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週３回以上 週１～２回 月２～３回 年に数回程度 全くしない

回答者数 =

男性 472

女性 677

15.0

12.9

17.6

17.7

14.2

12.0

24.2

19.8

29.0

37.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“週１回以上”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“週１回以上”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

週３回以上 週１～２回 月２～３回 年に数回程度 全くしない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

493

8.3

9.3

19.7

15.7

17.3

18.5

20.4

14.8

9.3

18.5

25.9

16.8

37.0

32.7

35.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週３回以上 週１～２回 月２～３回 年に数回程度 全くしない

回答者数 =

東部 322

中南部 525

西部 239

北部 70

15.8

13.5

11.7

11.4

20.2

16.8

20.5

5.7

12.7

11.6

15.5

15.7

19.6

22.7

18.4

30.0

31.7

35.4

33.9

37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 28 文化･芸術に触れる機会に恵まれていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 35.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 44.7％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

4.7

5.6

6.9

6.2

30.4

28.0

33.9

29.7

27.5

26.7

21.2

25.1

17.2

19.1

18.0

19.3

19.3

19.9

18.4

18.3

0.9

0.7

1.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 676

6.1

3.8

29.4

31.5

28.4

27.2

18.9

16.1

17.2

21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「どちらかといえばそう思わない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「そう思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

491

9.3

5.7

2.6

29.6

32.4

28.9

14.8

25.8

32.6

13.0

18.5

17.1

33.3

17.5

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 525

西部 238

北部 70

6.2

4.2

5.0

1.4

30.7

29.5

31.1

38.6

31.1

27.8

26.5

18.6

17.7

18.5

13.9

21.4

14.3

20.0

23.5

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 29 宇部市の歴史や文化に関心を持っていますか。（○は１つ） 

「持っている」「どちらかといえば持っている」を合わせた“持っている”の割合が 47.4％、「どち

らかといえば持っていない」「持っていない」を合わせた“持っていない”の割合が 43.6％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「どちらかといえば持っている」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“持っている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

持っている どちらかといえば持っている

どちらかといえば持っていない 持っていない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

8.6

9.8

10.2

10.0

38.8

33.0

36.0

33.3

26.3

27.5

26.1

28.2

17.3

21.1

18.2

19.2

7.8

8.1

7.9

7.9

1.2

0.5

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている どちらかといえば持っている

どちらかといえば持っていない 持っていない

わからない

回答者数 =

男性 471

女性 675

11.0

7.1

40.3

38.7

25.7

27.4

17.4

17.5

5.5

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 61 

【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“持っている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“持っている”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

持っている どちらかといえば持っている

どちらかといえば持っていない 持っていない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

488

8.3

7.8

9.8

33.3

35.5

44.9

21.3

28.5

25.4

20.4

21.4

12.5

16.7

6.8

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている どちらかといえば持っている

どちらかといえば持っていない 持っていない

わからない

回答者数 =

東部 319

中南部 524

西部 239

北部 70

9.1

9.2

6.3

11.4

40.1

38.7

41.0

31.4

27.0

26.5

26.8

27.1

17.9

17.0

18.8

17.1

6.0

8.6

7.1

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）人権尊重や健康・福祉・医療について 

問 30 一人ひとりの人権が尊重されていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 56.8％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 13.3％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

10.5

11.2

10.9

10.4

46.3

43.5

40.4

44.8

7.8

9.6

9.7

8.9

5.5

7.0

7.9

7.9

29.1

27.9

29.2

26.5

0.9

0.8

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 677

12.3

9.5

45.8

47.7

8.7

7.5

5.9

5.0

27.3

30.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。また、若者世代（10～

20歳代）で「そう思う」の割合が高く、「どちらかといえばそう思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思う”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

493

21.3

9.1

9.9

30.6

48.0

48.5

5.6

8.2

8.1

4.6

6.4

4.7

38.0

28.2

28.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 240

北部 70

14.3

9.0

10.0

8.6

48.0

47.4

47.1

34.3

7.5

9.0

5.0

11.4

5.6

5.0

5.8

8.6

24.6

29.7

32.1

37.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 あなた自身の健康についてどう感じていますか。（○は１つ） 

「健康である」「どちらかといえば健康である」を合わせた“健康である”の割合が 76.9％、「どち

らかといえば健康ではない」「健康ではない」を合わせた“健康ではない”の割合が 20.2％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“健康ではない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康である どちらかといえば健康である

どちらかといえば健康ではない 健康ではない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

21.7

22.2

23.6

24.9

55.2

52.5

52.7

51.8

14.2

16.0

13.6

14.0

6.0

6.9

6.8

5.7

2.1

2.0

2.0

2.6

0.8

0.4

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である どちらかといえば健康である

どちらかといえば健康ではない 健康ではない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 678

21.2

22.7

52.5

58.1

15.9

13.0

8.7

4.0

1.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“健康ではない”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「健康である」の割合が高く、「どちらかといえば健康である」の割合が低くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、東部で“健康である”、北部で“健康ではない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健康である どちらかといえば健康である

どちらかといえば健康ではない 健康ではない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

107

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

494

42.1

25.0

13.8

43.0

52.9

61.5

10.3

12.8

17.0

1.9

6.6

6.3

2.8

2.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である どちらかといえば健康である

どちらかといえば健康ではない 健康ではない

わからない

回答者数 =

東部 322

中南部 525

西部 240

北部 70

26.1

20.2

20.4

20.0

58.1

55.2

55.0

50.0

9.6

16.2

15.8

18.6

4.3

6.5

6.3

8.6

1.9

1.9

2.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 32 医療体制が充実していると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 81.5％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 10.0％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

29.6

29.6

31.5

31.2

51.9

51.0

47.9

49.4

6.4

6.4

7.5

6.5

3.6

4.7

4.1

4.3

7.4

7.9

7.5

7.4

1.1

0.4

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 472

女性 674

30.9

29.5

52.8

52.2

5.3

7.4

5.3

2.2

5.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、若者世代（10～20歳代）で「そう思う」の割合が高く、「どちらかといえばそう思

う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

490

39.8

27.7

30.4

42.6

54.3

52.4

5.6

6.6

6.5

2.8

3.9

3.5

9.3

7.5

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 524

西部 239

北部 69

34.6

29.2

30.5

13.0

52.0

53.8

51.5

47.8

3.4

7.1

6.7

15.9

3.4

3.2

2.5

11.6

6.5

6.7

8.8

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 33 夜間や休日など、診療時間外に体調不良となったとき、どうしますか。 

（○は３つまで） 

「宇部市休日・夜間救急診療所を受診する」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「翌日（平日の診

療時間）まで様子をみる」の割合が 53.1％、「救急医療電話相談を利用する」の割合が 23.4％となって

います。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

宇部市休日・夜間救急診療所を受診する

翌日（平日の診療時間）まで様子をみる

救急医療電話相談を利用する

救急車を呼ぶ

かかりつけ医に問い合わせる

インターネットで救急病院を探して受診する

その他

わからない

無回答

59.8

53.1

23.4

20.2

14.1

11.0

1.3

2.6

0.9

61.2

50.0

22.5

18.1

13.9

10.0

1.8

3.2

1.3

60.4

52.3

19.9

22.0

15.2

11.7

1.5

3.1

1.2

0 20 40 60 80

令和７年度調査

（回答者数 = 1,173）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,363）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,293）
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【性別】 

性別にみると、男性で「救急車を呼ぶ」の割合が高く、女性で「翌日（平日の診療時間）まで様子を

みる」「宇部市休日・夜間救急診療所を受診する」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「救急医療電話相談を利用する」「救急車を呼ぶ」の割合が高く、

「翌日（平日の診療時間）まで様子をみる」「インターネットで救急病院を探して受診する」の割合が

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

翌日（平日の診療時間）まで様子をみる

かかりつけ医に問い合わせる

救急医療電話相談を利用する

宇部市休日・夜間救急診療所を受診する

インターネットで救急病院を探して受診する

救急車を呼ぶ

その他

わからない

49.7

16.5

22.6

56.9

9.7

27.3

1.3

2.3

56.1

12.6

24.0

62.7

12.1

15.7

1.3

2.8

0 20 40 60 80

男性

（回答者数 = 473）

女性

（回答者数 = 676）

％

翌日（平日の診療時間）まで様子をみる

かかりつけ医に問い合わせる

救急医療電話相談を利用する

宇部市休日・夜間救急診療所を受診する

インターネットで救急病院を探して受診する

救急車を呼ぶ

その他

わからない

71.3

11.1

18.5

37.0

18.5

7.4

0.0

3.7

59.7

9.4

23.9

67.0

14.4

13.2

1.2

2.0

42.9

20.1

24.2

57.5

5.7

31.5

1.6

3.0

0 20 40 60 80

若者世代（10～20歳代）

（回答者数 = 108）

ミドル世代（30～50歳代）

（回答者数 = 561）

シニア世代（60歳以上）

（回答者数 = 492）
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「インターネットで救急病院を探して受診する」「救急車を呼ぶ」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

翌日（平日の診療時間）まで様子をみる

かかりつけ医に問い合わせる

救急医療電話相談を利用する

宇部市休日・夜間救急診療所を受診する

インターネットで救急病院を探して受診する

救急車を呼ぶ

その他

わからない

55.0

12.1

22.0

60.2

12.4

18.3

0.9

1.9

57.0

15.0

22.8

59.5

9.3

20.2

1.5

2.5

45.6

13.4

28.0

64.4

10.5

21.3

1.3

2.5

51.4

18.6

21.4

55.7

20.0

30.0

0.0

5.7

0 20 40 60 80

東部

（回答者数 = 322）

中南部

（回答者数 = 526）

西部

（回答者数 = 239）

北部

（回答者数 = 70）
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問 34 あなたのお住まいの地域では、支えあいの仕組みや自分らしく暮らせる環境が整って

いると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 45.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 26.6％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

6.1

6.6

7.0

7.9

39.0

38.4

39.5

43.0

16.5

18.5

17.7

15.8

10.1

12.3

11.9

11.6

27.4

23.8

22.4

20.5

1.0

0.4

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 678

6.4

6.0

41.4

38.3

16.8

16.7

11.9

8.8

23.5

30.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、「そう思う」の割

合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で“そう思わない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

491

11.1

5.7

5.5

36.1

37.3

42.2

17.6

15.0

18.5

8.3

10.2

10.6

26.9

31.8

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 238

北部 70

5.6

5.9

5.9

10.0

40.5

37.0

44.1

37.1

18.7

17.7

14.3

10.0

9.0

11.0

7.6

18.6

26.2

28.4

28.2

24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 35 高齢になっても安心して暮らすことができると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 48.2％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 31.5％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

9.0

8.2

8.0

9.2

39.2

37.7

39.1

40.5

17.3

18.3

17.0

14.3

14.2

16.6

15.6

16.4

19.4

18.5

19.0

18.6

1.0

0.7

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 679

8.7

9.4

41.2

39.0

15.4

18.9

17.3

12.4

17.5

20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」

の割合が高く、「そう思わない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

491

13.9

7.1

10.2

33.3

38.9

42.0

10.2

18.0

18.3

16.7

16.6

11.2

25.9

19.4

18.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 238

北部 70

9.0

7.8

13.4

4.3

41.4

40.2

42.9

20.0

18.7

18.1

11.8

27.1

14.0

12.6

12.6

34.3

16.8

21.3

19.3

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 36 障害のある人や障害について、地域の人々の理解があると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 40.9％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 24.2％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

5.7

5.9

4.9

5.7

35.2

33.4

33.3

36.8

16.6

16.8

16.3

16.7

7.6

9.2

9.9

10.2

33.6

34.0

34.1

28.5

1.3

0.7

1.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 467

女性 678

7.1

5.0

35.8

35.8

17.1

16.7

9.4

6.3

30.6

36.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

488

10.2

6.1

4.5

35.2

34.4

37.1

13.9

18.9

15.2

3.7

7.7

8.6

37.0

33.0

34.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 525

西部 237

北部 70

7.8

4.6

6.8

2.9

38.1

36.4

32.5

30.0

15.0

16.0

20.7

18.6

7.8

6.3

8.9

14.3

31.3

36.8

31.2

34.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）コミュニティや環境保全、安心安全、都市基盤などについて 

問 37 あなたのお住まいの地域では、地域コミュニティ活動が活発だと思いますか。 

（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 41.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 29.8％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

8.5

5.6

5.5

6.0

32.6

35.4

33.0

32.0

19.4

18.8

18.6

20.6

10.4

13.3

15.7

14.2

27.5

25.9

25.5

25.2

1.7

1.0

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 466

女性 674

9.2

8.5

33.0

33.1

20.0

19.6

12.9

9.1

24.9

29.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、若者世代（10～20 歳代）で「どちらかといえばそう思う」の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で“そう思わない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

484

10.2

8.8

8.3

26.9

34.5

33.1

22.2

19.3

19.4

10.2

9.8

11.6

30.6

27.7

27.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 318

中南部 522

西部 236

北部 70

9.1

7.9

8.9

12.9

36.8

29.5

37.7

30.0

19.5

21.3

17.8

17.1

9.7

12.3

6.8

15.7

24.8

29.1

28.8

24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 38 日々の暮らしで、省資源や省エネルギーに心がけていますか。（○は１つ） 

「心がけている」「どちらかといえば心がけている」を合わせた“心がけている”の割合が 79.8％、

「どちらかといえば心がけていない」「心がけていない」を合わせた“心がけていない”の割合が

15.2％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心がけている どちらかといえば心がけている

どちらかといえば心がけていない 心がけていない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

21.7

24.2

24.4

20.9

58.1

54.9

57.0

57.8

11.3

10.8

9.0

10.0

3.9

4.2

3.8

4.3

3.9

5.0

4.5

5.3

1.1

0.9

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心がけている どちらかといえば心がけている

どちらかといえば心がけていない 心がけていない

わからない

回答者数 =

男性 468

女性 679

21.2

22.7

57.7

59.6

11.5

11.0

6.2

2.5

3.4

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“心がけている”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「どちらかといえば心がけている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“心がけていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心がけている どちらかといえば心がけている

どちらかといえば心がけていない 心がけていない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

490

20.4

16.2

29.0

43.5

61.9

58.6

13.0

13.4

8.6

11.1

4.3

2.0

12.0

4.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心がけている どちらかといえば心がけている

どちらかといえば心がけていない 心がけていない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 525

西部 238

北部 70

21.9

21.1

23.5

22.9

59.1

58.5

60.1

54.3

12.2

10.9

10.5

15.7

3.4

5.1

1.7

5.7

3.4

4.4

4.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 39 マイバッグの利用やごみの分別・リサイクルの徹底など、ごみ減量に向けた活動が広

がっていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 84.3％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 8.7％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性で“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

30.6

31.7

30.6

30.7

53.7

52.9

53.7

55.5

5.5

6.5

5.2

4.8

3.2

2.8

3.6

3.0

6.0

5.4

5.7

4.3

1.0

0.7

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 679

26.7

34.2

53.1

55.4

9.2

2.8

4.5

2.4

6.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、「そう思う」の割合が低

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

491

29.6

25.7

37.3

44.4

56.7

53.6

8.3

6.6

3.9

6.5

3.7

1.8

11.1

7.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 238

北部 70

35.2

28.2

34.0

20.0

48.9

57.0

54.2

62.9

6.9

5.7

3.8

5.7

2.8

3.8

2.1

4.3

6.2

5.3

5.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 40 鉄道や路線バスなどの公共交通を利用していますか。（○は１つ） 

「この１年公共交通を利用していない」の割合が 50.1％と最も高く、次いで「年に数回利用してい

る」の割合が 38.2％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「年に数回利用している」の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日利用している 週に数回利用している

１か月に数回利用している 年に数回利用している

この１年公共交通を利用していない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

1.8

2.1

2.0

1.7

2.6

3.0

3.2

2.1

6.0

6.3

6.0

5.5

38.2

38.2

36.7

29.8

50.1

49.2

50.7

59.0

1.3

1.2

1.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日利用している 週に数回利用している

１か月に数回利用している 年に数回利用している

この１年公共交通を利用していない

回答者数 =

男性 466

女性 679

1.9

1.8

2.8

2.7

7.1

5.4

39.5

37.8

48.7

52.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「この１年公共交通を利用していない」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「この１年公共交通を利用していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日利用している 週に数回利用している

１か月に数回利用している 年に数回利用している

この１年公共交通を利用していない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

489

8.3

0.7

1.6

4.6

2.0

3.1

13.0

5.4

5.3

34.3

44.1

33.3

39.8

47.9

56.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日利用している 週に数回利用している

１か月に数回利用している 年に数回利用している

この１年公共交通を利用していない

回答者数 =

東部 320

中南部 523

西部 238

北部 70

2.2

1.7

1.7

1.4

2.8

2.7

3.4

3.8

8.0

5.5

1.4

39.4

39.2

39.5

32.9

51.9

48.4

50.0

64.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 41 犯罪が少なく、地域の治安が良いと思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 80.8％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 10.3％となっています。 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「そう思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

21.2

24.8

24.8

24.8

59.6

55.5

56.8

55.7

5.8

6.1

5.7

5.3

4.5

4.0

3.9

4.9

7.8

8.9

7.3

7.7

1.0

0.7

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 679

22.4

20.8

58.4

61.7

6.4

5.2

5.3

4.1

7.5

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「どちらかといえばそう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

491

27.8

20.5

21.2

55.6

59.2

62.3

1.9

7.8

4.5

5.6

6.1

2.6

9.3

6.4

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 238

北部 70

25.9

18.5

22.7

18.6

58.3

62.9

58.0

60.0

5.0

7.0

5.0

4.3

3.4

4.2

5.0

11.4

7.5

7.4

9.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 42 防災対策が充実していると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 42.9％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 24.0％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から“そう思う”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

6.1

6.1

7.7

6.6

36.8

38.2

41.2

44.0

17.0

16.1

14.2

14.4

7.0

7.8

6.9

5.5

31.9

30.7

28.5

27.7

1.3

1.1

1.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 467

女性 678

8.4

4.7

39.0

36.7

19.3

15.6

7.1

6.9

26.3

36.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、ミドル世代（30～50 歳代）で「どちらかといえばそう思わない」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

489

10.2

5.5

5.9

35.2

35.4

39.9

11.1

21.6

13.5

5.6

7.1

7.4

38.0

30.4

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 525

西部 237

北部 69

8.8

4.8

6.8

1.4

38.8

35.0

38.0

47.8

16.3

17.1

20.3

13.0

5.3

8.2

5.5

13.0

30.9

34.9

29.5

24.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 43 良好な景観が保たれ、快適な住環境が整っていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 65.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 20.8％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

10.1

9.7

9.5

9.7

55.0

52.6

55.5

53.0

13.7

14.4

12.3

13.1

7.1

7.6

8.4

8.5

12.9

14.5

12.8

13.7

1.2

1.2

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 677

11.7

9.5

53.3

57.2

15.1

13.3

7.9

6.6

11.9

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思わない”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「そう思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

561

シニア世代（60歳以
上）

489

20.4

9.4

8.8

50.9

57.6

54.6

9.3

13.5

15.3

2.8

7.8

7.4

16.7

11.6

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 524

西部 238

北部 69

14.3

9.0

8.8

5.8

61.4

53.8

54.2

50.7

9.3

14.7

17.2

18.8

5.3

7.8

5.5

15.9

9.7

14.7

14.3

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 44 中心市街地に魅力や賑わいを感じますか。（○は１つ） 

「感じている」「どちらかといえば感じている」を合わせた“感じている”の割合が 10.9％、「どち

らかといえば感じていない」「感じていない」を合わせた“感じていない”の割合が 80.8％となってい

ます。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から“感じていない”の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

1.9

1.7

1.4

1.7

9.0

7.2

7.9

5.8

29.6

29.0

28.5

28.0

51.2

55.4

54.4

56.6

7.0

5.8

6.4

6.0

1.4

0.9

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

男性 468

女性 677

2.4

1.6

8.5

9.5

28.6

30.7

53.2

51.4

7.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 92 

【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“感じていない”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「感じていない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“感じていない”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

559

シニア世代（60歳以
上）

489

6.5

2.1

0.6

26.9

9.1

5.1

25.9

29.9

30.9

26.9

53.8

55.4

13.9

5.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている どちらかといえば感じている

どちらかといえば感じていない 感じていない

わからない

回答者数 =

東部 319

中南部 524

西部 238

北部 69

2.5

1.1

2.5

1.4

8.8

8.4

9.7

14.5

31.3

29.0

31.9

26.1

51.7

55.0

48.7

44.9

5.6

6.5

7.1

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 45 道路や橋りょうは、安心安全な状態で管理されていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 63.2％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 22.0％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

14.7

13.6

15.7

15.6

48.5

50.5

54.1

53.5

13.0

13.4

9.4

10.0

9.0

8.7

7.1

6.8

13.6

12.6

12.0

12.1

1.2

1.2

1.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 677

16.6

13.6

48.8

49.3

14.1

12.4

9.6

9.0

10.9

15.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

490

24.1

16.4

11.0

45.4

48.9

50.0

7.4

13.6

13.9

6.5

9.8

9.0

16.7

11.3

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 321

中南部 525

西部 237

北部 69

19.0

14.1

13.1

5.8

48.0

50.3

51.9

40.6

10.9

13.3

13.9

17.4

7.8

9.1

8.0

18.8

14.3

13.1

13.1

17.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）行政運営について 

問 46 過去１年間でどのようなインターネットサービスを利用しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!など）」の割合が 73.5％と最も高く、次いで「SNS

の利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧 Twitter)など）」の割合が 61.4％、「電子メールの送受信」

の割合が 53.5％となっています。 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!など）」

の割合が増加しています。一方、「オンラインゲーム」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!な
ど）

SNSの利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧
Twitter)など）

電子メールの送受信

商品・サービスの購入取引(フリマ、ネットオーク
ションも含む)

動画の投稿・共有（YouTube、TikTokなど）

市や国、県など行政機関への手続（電子申請、電
子納付など）

オンラインゲーム

通信教育や遠隔授業（eラーニング、オンライン授
業など）

その他

利用していない

無回答

73.5

61.4

53.5

47.5

46.2

31.6

18.1

14.1

1.1

15.9

1.4

72.8

59.4

54.7

47.2

43.9

30.8

21.4

14.7

1.1

17.4

1.4

40.3

59.4

28.3

49.1

43.6

32.3

22.4

17.9

0.9

17.5

3.3

0 20 40 60 80

令和７年度調査

（回答者数 = 1,173）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,363）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,293）
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【性別】 

性別にみると、女性で「ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!など）」「SNS の利用（LINE、

Instagram、Facebook、X(旧 Twitter)など）」「商品・サービスの購入取引(フリマ、ネットオークショ

ンも含む)」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!な
ど）

電子メールの送受信

市や国、県など行政機関への手続（電子申請、電
子納付など）

SNSの利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧
Twitter)など）

動画の投稿・共有（YouTube、TikTokなど）

商品・サービスの購入取引(フリマ、ネットオーク
ションも含む)

オンラインゲーム

通信教育や遠隔授業（eラーニング、オンライン授
業など）

その他

利用していない

69.6

54.0

32.5

57.0

43.9

45.0

21.2

14.3

1.5

19.1

77.7

54.3

32.1

65.7

48.7

50.0

16.3

14.2

0.9

14.5

0 20 40 60 80

男性

（回答者数 = 467）

女性

（回答者数 = 676）
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど「SNSの利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧 Twitter)など）」

「動画の投稿・共有（YouTube、TikTokなど）」「オンラインゲーム」「通信教育や遠隔授業（eラーニン

グ、オンライン授業など）」の割合が高くなっています。また、ミドル世代（30～50歳代）で「ウェブ

サイトによる情報検索（Google、Yahoo!など）」「電子メールの送受信」「商品・サービスの購入取引(フ

リマ、ネットオークションも含む)」、シニア世代（60 歳以上）で「利用していない」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!な
ど）

電子メールの送受信

市や国、県など行政機関への手続（電子申請、電
子納付など）

SNSの利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧
Twitter)など）

動画の投稿・共有（YouTube、TikTokなど）

商品・サービスの購入取引(フリマ、ネットオーク
ションも含む)

オンラインゲーム

通信教育や遠隔授業（eラーニング、オンライン授
業など）

その他

利用していない

82.4

56.5

40.7

79.6

68.5

57.4

45.4

28.7

0.0

8.3

88.6

62.4

40.8

77.7

64.3

61.3

25.8

19.8

1.6

3.7

56.6

44.2

20.0

40.5

21.8

30.9

3.7

4.7

0.8

32.3

0 20 40 60 80 100

若者世代（10～20歳代）

（回答者数 = 108）

ミドル世代（30～50歳代）

（回答者数 = 561）

シニア世代（60歳以上）

（回答者数 = 486）
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ウェブサイトによる情報検索（Google、Yahoo!な
ど）

電子メールの送受信

市や国、県など行政機関への手続（電子申請、電
子納付など）

SNSの利用（LINE、Instagram、Facebook、X(旧
Twitter)など）

動画の投稿・共有（YouTube、TikTokなど）

商品・サービスの購入取引(フリマ、ネットオーク
ションも含む)

オンラインゲーム

通信教育や遠隔授業（eラーニング、オンライン授
業など）

その他

利用していない

74.0

55.2

29.2

61.4

47.0

47.6

18.2

13.2

0.9

17.2

76.9

54.0

34.5

64.1

48.9

49.4

18.5

15.8

1.3

13.9

71.7

56.1

32.9

62.0

44.7

46.4

18.6

12.7

1.3

17.7

72.5

49.3

27.5

56.5

43.5

50.7

15.9

14.5

0.0

18.8

0 20 40 60 80

東部

（回答者数 = 319）

中南部

（回答者数 = 524）

西部

（回答者数 = 237）

北部

（回答者数 = 69）
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問 47 住民票の写しなどの各種証明書がコンビニで取得できたり、インターネットから公共

施設の予約ができたりするなど、行政サービスが便利になったと思いますか。 

（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 78.1％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 7.0％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から“そう思う”の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

38.6

20.3

22.0

14.9

39.5

40.9

40.0

40.0

3.6

5.6

6.2

8.7

3.4

5.4

5.3

7.1

13.3

26.3

24.2

27.1

1.6

1.5

2.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 465

女性 676

39.6

39.2

37.8

41.4

3.9

3.6

4.9

2.5

13.8

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。また、若者世代（10～

20歳代）で「そう思う」の割合が高く、「どちらかといえばそう思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思う”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

485

59.3

43.2

30.1

27.8

43.2

39.4

1.9

3.2

4.5

0.9

2.1

5.6

10.2

8.2

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 319

中南部 523

西部 236

北部 69

42.0

40.9

34.7

30.4

38.6

41.5

41.9

33.3

4.4

2.9

4.2

4.3

3.8

2.7

3.4

7.2

11.3

12.0

15.7

24.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 48 市政情報がわかりやすく提供されていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 55.5％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 22.8％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

10.8

8.1

9.7

10.9

44.7

43.4

44.1

41.6

14.7

17.1

16.4

14.2

8.1

7.5

8.5

10.3

20.5

22.6

18.5

20.8

1.2

1.3

2.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 676

9.6

12.0

43.5

46.6

17.7

13.2

10.4

6.5

18.8

21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。また、若者世代（10～

20歳代）で「どちらかといえばそう思う」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思う”の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

107

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

490

15.0

11.4

9.6

27.1

43.6

50.8

19.6

14.5

14.5

6.5

10.4

6.1

31.8

20.2

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 523

西部 239

北部 69

11.9

9.6

12.1

11.6

46.6

43.6

49.0

37.7

15.9

15.5

12.6

15.9

8.8

9.2

6.3

5.8

16.9

22.2

20.1

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 103 

問 49 市政に関する情報について、あなたが普段入手している手段は、次のうちどれです

か。（利用頻度の高いもの３つに〇） 

「広報うべ」の割合が 76.6％と最も高く、次いで「市ウェブサイト」の割合が 26.7％、「テレビ」の

割合が 23.4％となっています。 

過去調査と比較すると、令和４年度調査から「新聞」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「利用していない」がありませんでした。 

  

％

広報うべ

市ウェブサイト

テレビ

知人・学校・職場からの情報

市公式ＳＮＳ（LINE、Instagramなど）

新聞

インターネット・ＳＮＳ（市公式以外）

ポスター・チラシ

ラジオ

その他

利用していない

無回答

76.6

26.7

23.4

18.8

18.6

18.3

13.1

9.5

3.8

0.3

6.1

1.7

72.2

21.6

23.0

14.9

17.0

20.5

13.1

9.4

3.6

0.7

5.5

2.0

49.9

13.5

26.5

18.9

7.0

23.2

15.5

11.4

4.3

0.9

5.6

13.2

75.7

23.8

30.9

22.2

17.0

24.4

15.5

13.7

5.3

1.1

－

3.3

0 20 40 60 80

令和７年度調査

（回答者数 = 1,173）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,363）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,293）

令和４年度調査

（回答者数 = 1,409）
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【性別】 

性別にみると、女性で「市公式ＳＮＳ（LINE、Instagram など）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

広報うべ

市ウェブサイト

市公式ＳＮＳ（LINE、Instagramなど）

新聞

テレビ

ラジオ

インターネット・ＳＮＳ（市公式以外）

ポスター・チラシ

知人・学校・職場からの情報

その他

利用していない

76.0

26.6

13.9

19.7

22.7

3.9

15.4

12.1

17.7

0.6

7.8

79.5

27.6

22.1

18.0

24.2

3.8

12.1

8.1

19.8

0.0

5.0

0 20 40 60 80

男性

（回答者数 = 462）

女性

（回答者数 = 678）
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「広報うべ」「新聞」「テレビ」「ポスター・チラシ」の割合が高

く、世代が下がるほど「インターネット・ＳＮＳ（市公式以外）」「知人・学校・職場からの情報」「利

用していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若者世代（10～20歳代）

（回答者数 = 108）

ミドル世代（30～50歳代）

（回答者数 = 552）

シニア世代（60歳以上）

（回答者数 = 491）

％

広報うべ

市ウェブサイト

市公式ＳＮＳ（LINE、Instagramなど）

新聞

テレビ

ラジオ

インターネット・ＳＮＳ（市公式以外）

ポスター・チラシ

知人・学校・職場からの情報

その他

利用していない

39.8

26.9

13.0

7.4

18.5

1.9

22.2

6.5

25.9

0.0

20.4

75.2

32.1

25.2

9.4

20.5

3.3

17.8

7.2

21.4

0.2

5.6

89.4

21.8

13.2

31.6

28.5

4.9

6.3

13.0

14.9

0.4

3.7

0 20 40 60 80 100
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「テレビ」「ポスター・チラシ」の割合が高く、「市ウェブサイト」の割

合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

広報うべ

市ウェブサイト

市公式ＳＮＳ（LINE、Instagramなど）

新聞

テレビ

ラジオ

インターネット・ＳＮＳ（市公式以外）

ポスター・チラシ

知人・学校・職場からの情報

その他

利用していない

78.2

25.0

14.2

17.4

21.2

4.1

13.3

9.2

18.7

0.3

6.6

76.5

29.4

22.7

18.3

22.1

3.8

12.9

9.6

18.8

0.4

6.3

80.8

28.8

18.3

21.7

27.5

2.9

12.9

7.9

19.6

0.0

5.8

81.2

17.4

15.9

15.9

31.9

4.3

17.4

18.8

21.7

0.0

2.9

0 20 40 60 80 100

東部

（回答者数 = 316）

中南部

（回答者数 = 520）

西部

（回答者数 = 240）

北部

（回答者数 = 69）
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問 50 効率的・効果的な行政運営を行う上で、重要だと思うことは何ですか。 

（○は３つまで） 

「行政サービスのデジタル化など、市民の利便性の向上」の割合が 39.0％と最も高く、次いで「窓

口対応サービスの向上」の割合が 32.6％、「市政情報の積極的な発信」の割合が 27.8％となっていま

す。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、「特にない」がありませんでした。 

  

令和７年度調査

（回答者数 = 1,173）

令和６年度調査

（回答者数 = 1,363）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,293）

令和４年度調査

（回答者数 = 1,409）

％

行政サービスのデジタル化
など、市民の利便性の向上

窓口対応サービスの向上

市政情報の積極的な発信

財源の確保など、財政の健
全化

市職員の能力・資質の向上

公共事業の見直し

民間ノウハウの活用(民間
人材の登用、企業との連携
など)

39.0

32.6

27.8

23.3

20.3

16.5

15.7

37.9

29.1

28.0

20.5

19.7

13.3

16.4

17.2

21.8

16.2

20.3

24.0

14.8

9.0

39.4

33.1

27.5

26.1

29.8

18.2

18.7

0 10 20 30 40

％

市政への市民の参加

近隣自治体との連携

公共施設の統合・複合化又
は廃止

民間委託の推進

その他

特にない

無回答

10.4

9.0

8.2

6.9

1.8

8.8

2.0

10.9

10.9

7.6

7.5

1.7

9.8

2.7

6.7

8.5

7.5

5.8

1.7

10.8

16.1

12.5

11.7

9.3

8.5

2.1

－

3.8

0 10 20 30 40
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【性別】 

性別にみると、男性で「行政サービスのデジタル化など、市民の利便性の向上」「公共事業の見直し」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

行政サービスのデジタル化など、市民の利便性の
向上

窓口対応サービスの向上

市政情報の積極的な発信

市政への市民の参加

民間ノウハウの活用(民間人材の登用、企業との連
携など)

民間委託の推進

近隣自治体との連携

市職員の能力・資質の向上

公共施設の統合・複合化又は廃止

財源の確保など、財政の健全化

公共事業の見直し

その他

特にない

43.3

32.5

27.6

11.9

16.6

8.4

7.8

21.6

10.1

22.4

19.8

3.0

7.5

37.6

33.5

29.1

9.8

15.6

6.3

10.1

20.1

7.3

24.1

14.3

1.0

10.1

0 10 20 30 40 50

男性

（回答者数 = 464）

女性

（回答者数 = 671）
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど「窓口対応サービスの向上」「市政情報の積極的な発信」「近隣自

治体との連携」「市職員の能力・資質の向上」の割合が高く、「市政への市民の参加」「財源の確保など、

財政の健全化」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

行政サービスのデジタル化など、市民の利便性の
向上

窓口対応サービスの向上

市政情報の積極的な発信

市政への市民の参加

民間ノウハウの活用(民間人材の登用、企業との連
携など)

民間委託の推進

近隣自治体との連携

市職員の能力・資質の向上

公共施設の統合・複合化又は廃止

財源の確保など、財政の健全化

公共事業の見直し

その他

特にない

47.2

18.5

25.9

13.9

9.3

3.7

6.5

9.3

9.3

30.6

19.4

0.0

15.7

47.7

31.6

26.5

10.3

18.4

7.6

7.9

20.8

9.0

26.7

15.3

2.5

6.3

29.3

38.4

31.1

9.9

14.8

7.2

11.3

23.3

7.4

18.8

17.7

1.4

10.5

0 10 20 30 40 50

若者世代（10～20歳代）

（回答者数 = 108）

ミドル世代（30～50歳代）

（回答者数 = 554）

シニア世代（60歳以上）

（回答者数 = 485）
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【居住地区別】 

居住地区別にみると、西部で「窓口対応サービスの向上」、北部で「市職員の能力・資質の向上」「財

源の確保など、財政の健全化」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

行政サービスのデジタル化など、市民の利便性の
向上

窓口対応サービスの向上

市政情報の積極的な発信

市政への市民の参加

民間ノウハウの活用(民間人材の登用、企業との連
携など)

民間委託の推進

近隣自治体との連携

市職員の能力・資質の向上

公共施設の統合・複合化又は廃止

財源の確保など、財政の健全化

公共事業の見直し

その他

特にない

43.1

29.6

28.0

9.4

17.6

7.9

8.8

16.7

7.2

25.8

17.6

1.3

8.5

39.4

33.0

29.5

11.6

15.3

7.3

8.3

23.0

9.7

22.0

18.1

1.9

8.5

38.7

39.5

26.1

10.5

14.7

6.3

10.5

19.7

8.4

22.3

13.4

2.5

9.2

36.2

30.4

30.4

8.7

18.8

4.3

10.1

26.1

4.3

29.0

15.9

1.4

13.0

0 10 20 30 40 50

東部

（回答者数 = 318）

中南部

（回答者数 = 518）

西部

（回答者数 = 238）

北部

（回答者数 = 69）
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問 51 市民の意見や活動がまちづくりに反映されていると思いますか。（○は１つ） 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた“そう思う”の割合が 24.5％、「どちらかと

いえばそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”の割合が 29.8％となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、男性で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

令和４年度調査 1,409

3.3

2.6

2.2

2.2

21.2

18.5

22.5

22.1

18.5

20.5

19.7

20.6

11.3

12.2

11.8

14.5

45.0

45.2

42.0

39.6

0.7

1.0

1.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

男性 469

女性 682

3.6

3.2

22.8

20.4

20.3

17.7

14.1

9.2

39.2

49.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が下がるほど“そう思う”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

495

7.4

3.8

2.0

23.1

21.6

20.4

14.8

20.2

17.8

4.6

12.0

12.1

50.0

42.5

47.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

回答者数 =

東部 320

中南部 527

西部 241

北部 69

4.7

2.7

2.5

4.3

23.4

20.9

21.2

14.5

16.9

19.2

20.7

17.4

10.3

12.5

7.5

21.7

44.7

44.8

48.1

42.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 52 あなたは、ふだん選挙の時に投票に行っていますか。（○は１つ） 

「いつも行っている」「どちらかといえば行っている」を合わせた“行っている”の割合が 76.3％、

「どちらかといえば行っていない」「行ったことがない」を合わせた“行っていない”の割合が 21.7％

となっています。 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、女性で“行っていない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いつも行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行ったことがない

その他 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

52.6

49.9

23.7

25.6

15.3

15.5

6.4

7.6

1.2

0.9

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行ったことがない

その他

回答者数 =

男性 470

女性 680

59.1

49.0

21.1

25.9

13.2

16.8

5.3

7.2

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【世代別】 

世代別にみると、世代が上がるほど“行っている”の割合が高くなっています。また、若者世代（10

～20歳代）で「いつも行っている」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

居住地区別にみると、北部で「いつも行っている」、東部で「どちらかといえば行っている」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いつも行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行ったことがない

その他

回答者数 =

若者世代（10～20歳
代）

108

ミドル世代（30～50
歳代）

560

シニア世代（60歳以
上）

494

33.3

48.6

62.3

25.0

25.2

22.1

14.8

19.8

10.7

23.1

5.5

3.8

3.7

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも行っている どちらかといえば行っている

どちらかといえば行っていない 行ったことがない

その他

回答者数 =

東部 321

中南部 527

西部 239

北部 70

48.3

53.7

55.2

61.4

29.0

22.8

21.3

17.1

13.7

16.3

16.3

14.3

7.5

6.3

5.9

5.7

1.6

0.9

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（７）市民の行動等に関する分析 
スポーツ・レクリエーション活動、省資源や省エネルギーへの心がけ、ごみ減量に向けた活動、公共

交通の利用など、市民の行動や活動等に関する設問において、「(活動・利用)していない」や「心がけ

ていない」、「そう思わない」等の回答をされた層について、その属性を分析します。 

 

問 27 「あなたは、どのくらいの頻度でスポーツ・レクリエーション活動を行っています

か。」の設問で「全くしない」と回答した人（34.0％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 34.9％、「女性」の割合が 65.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「70歳以上」の割合が 24.8％と最も高く、次いで「60歳代」の割合が 19.3％、「50歳代」の割合が

18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「会社員・公務員」の割合が 33.3％と最も高く、次いで「無職」の割合が 25.5％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 392 34.9 65.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 399
1.3

8.8 11.5 15.8 18.5 19.3 24.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 396 33.3 21.7

7.6

0.8

7.8

1.3

25.5 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 47.1％と最も高く、次いで「東部」の割合が 25.8％、「西部」の割合が 20.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 59.8％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 15.7％、「10～19年」の割

合が 10.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 395 25.8 47.1 20.5 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 396
2.5

6.1 5.8 10.1 15.7 59.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 「あなた自身の健康についてどう感じていますか。」の設問で「健康ではない」と回答

した人（6.0％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 60.3％、「女性」の割合が 39.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「50 歳代」、「70 歳以上」の割合が 22.9％と最も高く、次いで「60 歳代」の割合が 21.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「無職」の割合が 40.0％と最も高く、次いで「会社員・公務員」の割合が 27.1％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 68 60.3 39.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 70 2.9 10.0 20.0 22.9 21.4 22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 70 27.1 12.9

5.7

1.4

8.6

40.0 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 49.3％と最も高く、次いで「西部」の割合が 21.7％、「東部」の割合が 20.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 68.6％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 69 20.3 49.3 21.7 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 70
1.4

5.7 5.7 5.7 12.9 68.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 38 「日々の暮らしで、省資源や省エネルギーに心がけていますか。」の設問で「心がけて

いない」と回答した人（3.9％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 63.0％、「女性」の割合が 37.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「20 歳代」、「30 歳代」の割合が 21.7％と最も高く、次いで「40 歳代」の割合が 17.4％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「会社員・公務員」の割合が 52.2％と最も高く、次いで「無職」の割合が 15.2％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 46 63.0 37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 46 4.3 21.7 21.7 17.4 13.0 8.7 13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 46 52.2 13.0 10.9 6.5 15.2 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 58.7％と最も高く、次いで「東部」の割合が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 37.0％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 26.1％、「１～４年」、「10

～19年」の割合が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 46 23.9 58.7 8.7 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 46 15.2 6.5 15.2 26.1 37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 39 「マイバッグの利用やごみの分別・リサイクルの徹底など、ごみ減量に向けた活動が

広がっていると思いますか。」の設問で「そう思わない」と回答した人（3.2％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 56.8％、「女性」の割合が 43.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「40 歳代」の割合が 29.7％と最も高く、次いで「30 歳代」の割合が 18.9％、「20 歳代」、「70 歳以

上」の割合が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「会社員・公務員」の割合が 62.2％と最も高く、次いで「無職」の割合が 13.5％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 37 56.8 43.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 37 5.4 13.5 18.9 29.7 8.1 10.8 13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 37 62.2 10.8 5.4 5.4 13.5 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 54.1％と最も高く、次いで「東部」の割合が 24.3％、「西部」の割合が 13.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 37.8％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 21.6％、「10～19年」の割

合が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 37 24.3 54.1 13.5 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 37 5.4 16.2 18.9 21.6 37.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 40 「鉄道や路線バスなどの公共交通を利用していますか。」の設問で「この１年公共交通

を利用していない」と回答した人（50.1％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 39.0％、「女性」の割合が 61.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「70歳以上」の割合が 23.6％と最も高く、次いで「60歳代」の割合が 23.5％、「50歳代」の割合が

17.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「会社員・公務員」の割合が 34.3％と最も高く、次いで「無職」の割合が 25.2％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 582 39.0 61.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 588
0.3

7.0 12.8 15.1 17.7 23.5 23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 580 34.3 17.6 9.7 0.9 9.8 1.0 25.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「東部」の割合が 28.5％、「西部」の割合が 20.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 64.3％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 14.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 583 28.5 43.4 20.4 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 585
1.4

5.3

5.1

9.6 14.4 64.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 51 「市民の意見や活動がまちづくりに反映されていると思いますか。」の設問で「そう思

わない」と回答した人（11.3％）について 

【性別】 

「男性」の割合が 51.2％、「女性」の割合が 48.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年代】 

「60 歳代」の割合が 25.8％と最も高く、次いで「40 歳代」、「70 歳以上」の割合が 19.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】 

「会社員・公務員」の割合が 39.7％と最も高く、次いで「無職」の割合が 19.8％、「パート・アルバ

イト（学生は除く）」の割合が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

会社員・公務員 パート・アルバイト（学生は除く）

自営業及び家族従業員 農林水産業

家事専業 学生

無職 その他

回答者数 =

　 129 51.2 48.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 132
0.8

3.0 12.9 19.7 18.2 25.8 19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 131 39.7 17.6 10.7

1.5

7.6

0.8

19.8 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区】 

「中南部」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「東部」の割合が 25.0％、「西部」の割合が 13.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【居住年数】 

「30年以上」の割合が 68.7％と最も高く、次いで「20～29年」の割合が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部 中南部 西部 北部

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数 =

　 132 25.0 50.0 13.6 11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 131
0.8

3.1

6.1

9.2 12.2 68.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 第五次宇部市総合計画 前期実行計画 各施策の満足度・重要度について 

問 53 宇部市のまちづくりの取組について、あなたの“現在の満足度"と、“今後の重要度"

をお聞きします。以下のそれぞれの取組について、記入例を参考に、あなたのお考えに近

いものをそれぞれ１つずつ選んで、〇を付けてください。 

（１）各施策の満足度・重要度 

１ 活力に満ちた強い産業のまち 

【現在の満足度】 

『１－１ 未来を支える成長産業の創出』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満足”

が高くなっています。一方、『１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成』で「どちらかといえば

不満」と「不満」を合わせた“不満”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 未来を支える成長産業の創出 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度調査では、各施策の満足度・重要度に対する選択肢に「どちらともいえない」がありませんでした。 

したがって、【経年比較】については、令和５年度調査からの３か年で比較をしています。 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

１－１　未来を支える成長産
　　　　業の創出

１－２　地域を支える商工業
　　　　の振興

１－３　強くて稼げる農林水
　　　　産業の振興

１－４　安定した雇用の創出
　　　　と産業人材の育成

1.8

1.3

1.8

1.2

12.5

11.6

10.1

13.0

63.3

54.5

56.1

52.3

13.0

21.2

20.9

21.4

4.5

7.1

6.1

7.5

4.8

4.3

4.9

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

1.8

2.6

2.8

12.5

12.7

13.1

63.3

62.0

58.9

13.0

14.3

15.7

4.5

4.9

5.1

4.8

3.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１－２ 地域を支える商工業の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“不満”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

1.3

1.7

2.1

11.6

10.4

11.3

54.5

52.2

48.3

21.2

24.3

25.6

7.1

8.1

8.4

4.3

3.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

1.8

1.6

1.7

10.1

9.4

8.9

56.1

60.2

61.0

20.9

18.3

17.8

6.1

7.0

5.9

4.9

3.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

1.2

1.8

1.9

13.0

8.5

9.5

52.3

53.6

51.5

21.4

22.8

23.1

7.5

9.8

9.6

4.6

3.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【今後の重要度】 

『１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせ

た“高い”が高くなっています。一方、『１－２ 地域を支える商工業の振興』で「どちらかといえば

低い」と「低い」を合わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１ 未来を支える成長産業の創出 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

21.0

25.4

23.4

35.8

34.0

36.7

30.8

30.0

27.8

4.9

4.0

4.3

2.1

1.8

2.3

5.4

4.8

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

１－１　未来を支える成長産
　　　　業の創出

１－２　地域を支える商工業
　　　　の振興

１－３　強くて稼げる農林水
　　　　産業の振興

１－４　安定した雇用の創出
　　　　と産業人材の育成

21.0

20.5

24.8

30.8

35.8

37.9

33.3

32.8

30.8

29.2

29.8

24.0

4.9

5.3

4.5

4.5

2.1

2.0

1.9

2.6

5.4

5.1

5.7

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１－２ 地域を支える商工業の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「高い」の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「高い」の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

20.5

26.8

25.8

37.9

34.3

35.7

29.2

27.1

27.7

5.3

4.6

3.7

2.0

2.5

2.2

5.1

4.8

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

24.8

25.5

21.9

33.3

30.4

32.6

29.8

32.8

33.7

4.5

4.4

4.2

1.9

2.5

2.2

5.7

4.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

30.8

37.9

36.3

32.8

28.5

31.0

24.0

22.8

21.7

4.5

3.2

3.4

2.6

3.0

2.6

5.3

4.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 未来を拓くひとを育むまち 

【現在の満足度】 

『２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた

“満足”が高くなっています。一方、『２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進』で「どちらかと

いえば不満」と「不満」を合わせた“不満”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

２－１　子どもを生み育てや
　　　　すい環境の充実

２－２　子どもが健やかに育
　　　　つ環境の整備

２－３　子どもの学びの充実
　　　　と学力の向上

２－４　一人ひとりを大切に
　　　　する教育の推進

２－５　いつでも　いつまで
　　　　も学べる環境の充実

6.0

5.0

4.3

3.8

3.8

30.4

25.1

24.6

17.6

20.6

47.8

54.6

56.8

61.5

59.1

7.5

7.8

6.3

8.4

8.5

3.5

2.8

2.8

3.6

3.2

4.8

4.7

5.1

5.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

6.0

5.1

5.5

30.4

25.8

25.3

47.8

49.3

49.0

7.5

10.3

10.5

3.5

4.3

4.6

4.8

5.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“不満”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

5.0

4.0

4.3

25.1

21.2

22.4

54.6

55.2

51.9

7.8

10.2

11.5

2.8

4.4

4.6

4.7

5.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

4.3

4.3

3.9

24.6

20.9

21.3

56.8

56.7

56.8

6.3

9.6

8.6

2.8

3.2

3.9

5.1

5.4

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.8

3.1

3.6

17.6

17.7

16.2

61.5

60.0

60.7

8.4

9.5

10.0

3.6

4.6

4.0

5.1

5.1

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の重要度】 

『２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせた

“高い”が高くなっています。一方、『２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実』で「どちら

かといえば低い」と「低い」を合わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.8

3.3

3.8

20.6

16.9

17.4

59.1

63.3

60.0

8.5

8.0

9.9

3.2

3.2

3.6

4.9

5.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

２－１　子どもを生み育てや
　　　　すい環境の充実

２－２　子どもが健やかに育
　　　　つ環境の整備

２－３　子どもの学びの充実
　　　　と学力の向上

２－４　一人ひとりを大切に
　　　　する教育の推進

２－５　いつでも　いつまで
　　　　も学べる環境の充実

33.0

30.5

29.9

30.3

20.9

35.0

35.6

35.9

33.5

36.0

22.4

24.1

24.3

25.4

31.8

2.3

2.7

2.7

3.0

3.6

2.0

1.8

1.6

1.9

2.2

5.3

5.2

5.5

5.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。一

方、「高い」の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「高い」の割合が減少傾向にあります。 

また、令和６年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

33.0

39.3

38.3

35.0

29.8

29.2

22.4

21.3

22.5

2.3

1.8

2.8

2.0

1.5

1.5

5.3

6.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

30.5

38.2

36.0

35.6

29.1

31.9

24.1

23.3

22.3

2.7

1.9

2.6

1.8

1.2

1.3

5.2

6.2

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

29.9

33.7

33.0

35.9

31.3

31.3

24.3

25.5

25.4

2.7

2.0

2.5

1.6

1.2

1.7

5.5

6.4

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

30.3

34.1

33.6

33.5

29.6

30.8

25.4

26.3

25.6

3.0

2.4

2.6

1.9

1.3

1.4

5.9

6.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

20.9

24.7

22.8

36.0

29.3

33.5

31.8

34.3

32.2

3.6

3.7

4.2

2.2

1.7

1.5

5.5

6.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 魅力と賑わいにあふれるまち 

【現在の満足度】 

『３－４ 人と地域がきらめく文化の振興』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満

足”が高くなっています。一方、『３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進』で「ど

ちらかといえば不満」と「不満」を合わせた“不満”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

３－１　宇部の魅力を高める
　　　　シティプロモーショ
　　　　ンの推進

３－２　地域の魅力を活かし
　　　　た観光振興・ＭＩＣ
　　　　Ｅ誘致の推進

３－３　｢する｣｢みる｣｢ささ
　　　　る｣スポーツの振興

３－４　人と地域がきらめく
　　　　文化の振興

３－５　移住・定住の推進

3.1

2.6

3.8

4.6

2.9

16.8

18.6

21.0

25.6

13.7

58.3

57.5

60.7

55.4

64.1

13.6

13.6

7.8

7.7

11.9

3.8

3.4

2.6

2.5

3.2

4.3

4.3

4.1

4.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.1

2.7

2.1

16.8

13.1

12.9

58.3

56.5

57.2

13.6

17.0

16.1

3.8

5.9

6.9

4.3

4.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・ＭＩＣＥ誘致の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ｢する｣｢みる｣｢ささえる｣スポーツの振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.6

2.6

2.5

18.6

16.4

11.4

57.5

56.1

60.1

13.6

13.9

15.9

3.4

6.4

5.3

4.3

4.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.8

2.3

2.6

21.0

14.5

13.1

60.7

64.7

65.7

7.8

9.9

9.5

2.6

4.0

3.9

4.1

4.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

4.6

2.6

3.6

25.6

17.5

19.3

55.4

62.9

59.5

7.7

8.9

9.1

2.5

3.2

3.6

4.3

4.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３－５ 移住・定住の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の重要度】 

『３－５ 移住・定住の推進』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせた“高い”が高くな

っています。一方、『３－３ ｢する｣｢みる｣｢ささえる｣スポーツの振興』で「どちらかといえば低い」

と「低い」を合わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.9

3.2

3.0

13.7

14.9

14.8

64.1

59.3

58.5

11.9

13.4

13.8

3.2

5.4

4.9

4.2

3.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

３－１　宇部の魅力を高める
　　　　シティプロモーショ
　　　　ンの推進

３－２　地域の魅力を活かし
　　　　た観光振興・ＭＩＣ
　　　　Ｅ誘致の推進

３－３　｢する｣｢みる｣｢ささ
　　　　る｣スポーツの振興

３－４　人と地域がきらめく
　　　　文化の振興

３－５　移住・定住の推進

15.0

15.6

11.9

10.3

19.1

34.5

36.2

34.8

36.1

34.4

37.1

35.4

39.4

39.7

35.0

6.0

5.7

5.8

5.9

4.0

2.6

2.4

3.4

3.2

2.8

4.8

4.7

4.7

4.7

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 139 

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・ＭＩＣＥ誘致の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。一

方、「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ｢する｣｢みる｣｢ささえる｣スポーツの振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

15.0

20.5

17.4

34.5

31.5

32.9

37.1

34.5

36.0

6.0

4.9

5.7

2.6

2.9

2.5

4.8

5.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

15.6

21.0

16.3

36.2

30.4

32.8

35.4

34.3

36.6

5.7

5.2

6.4

2.4

3.4

2.5

4.7

5.6

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

11.9

13.1

11.9

34.8

31.7

31.4

39.4

40.0

42.5

5.8

5.7

5.6

3.4

3.8

2.9

4.7

5.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３－４ 人と地域がきらめく文化の振興 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－５ 移住・定住の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

10.3

12.8

12.6

36.1

29.9

31.9

39.7

42.8

41.1

5.9

5.3

5.4

3.2

3.2

3.2

4.7

5.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

19.1

23.3

20.1

34.4

32.1

32.2

35.0

32.8

35.3

4.0

4.0

4.3

2.8

2.6

2.2

4.7

5.2

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 誰もが健康で自分らしく暮らせるまち 

【現在の満足度】 

『４－３ 地域医療体制の充実』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満足”が高く

なっています。一方、「どちらかといえば不満」と「不満」を合わせた“不満”も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 多様性を尊重する社会の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

４－１　多様性を尊重する社
　　　　会の構築

４－２　生涯を通じた健康づ
　　　　くりの推進

４－３　地域医療体制の充実

４－４　心かよう地域福祉の
　　　　充実

４－５　高齢者福祉の充実

４－６　障害者（児）福祉の
　　　　充実

3.3

3.7

7.4

3.2

3.4

3.4

15.1

26.1

39.0

15.8

20.1

14.9

69.0

57.8

35.9

66.2

60.1

68.2

6.9

6.5

10.2

8.1

9.0

6.3

1.3

1.8

3.3

2.2

3.3

3.2

4.4

4.2

4.1

4.4

4.1

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.3

3.4

3.2

15.1

18.3

15.2

69.0

63.3

65.6

6.9

7.4

7.3

1.3

3.6

3.8

4.4

4.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３ 地域医療体制の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば満足」の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４ 心かよう地域福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.7

3.7

4.6

26.1

23.0

23.0

57.8

59.9

57.7

6.5

6.9

6.7

1.8

2.3

2.7

4.2

4.2

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

7.4

9.1

10.0

39.0

34.0

34.6

35.9

40.4

37.2

10.2

9.1

8.7

3.3

3.6

4.6

4.1

3.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.2

3.4

2.9

15.8

14.1

15.7

66.2

66.0

64.4

8.1

9.5

8.5

2.2

3.1

3.2

4.4

4.0

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－５ 高齢者福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－６ 障害者（児）福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.4

4.2

4.1

20.1

17.8

17.8

60.1

58.3

58.1

9.0

11.4

10.4

3.3

4.5

4.9

4.1

3.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.4

3.2

3.2

14.9

13.6

13.4

68.2

66.0

67.1

6.3

8.9

7.3

3.2

4.3

4.3

3.9

4.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【今後の重要度】 

『４－３ 地域医療体制の充実』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせた“高い”が高く

なっています。一方、『４－１ 多様性を尊重する社会の構築』で「どちらかといえば低い」と「低い」

を合わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 多様性を尊重する社会の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

４－１　多様性を尊重する社
　　　　会の構築

４－２　生涯を通じた健康づ
　　　　くりの推進

４－３　地域医療体制の充実

４－４　心かよう地域福祉の
　　　　充実

４－５　高齢者福祉の充実

４－６　障害者（児）福祉の
　　　　充実

15.0

18.0

35.5

18.9

26.9

20.4

34.0

41.8

39.2

36.8

37.2

36.5

36.7

30.4

17.2

33.9

24.9

34.1

6.2

3.4

2.3

3.8

4.2

2.2

3.2

1.7

1.2

1.6

2.4

2.4

4.9

4.7

4.5

4.9

4.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

15.0

19.1

17.8

34.0

33.9

32.3

36.7

35.6

37.5

6.2

3.6

3.9

3.2

2.6

2.2

4.9

5.2

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３ 地域医療体制の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４ 心かよう地域福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和６年度調査から「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

18.0

22.5

21.3

41.8

37.5

38.4

30.4

30.6

29.4

3.4

2.7

3.2

1.7

1.2

1.5

4.7

5.6

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

35.5

38.2

37.4

39.2

35.7

35.6

17.2

18.2

17.9

2.3

1.7

1.8

1.2

1.3

1.6

4.5

4.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

18.9

24.4

22.7

36.8

32.4

35.9

33.9

33.5

31.4

3.8

2.6

2.4

1.6

1.8

1.5

4.9

5.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－５ 高齢者福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加傾向にあります。

一方、「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－６ 障害者（児）福祉の充実 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。一

方、「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

26.9

32.1

32.9

37.2

30.5

31.5

24.9

25.5

24.6

4.2

4.0

2.9

2.4

3.0

2.6

4.4

4.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

20.4

25.6

26.9

36.5

32.3

30.2

34.1

31.7

32.6

2.2

2.9

2.2

2.4

2.5

2.0

4.4

5.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５ 安心・安全で快適に暮らせるまち 

【現在の満足度】 

『５－３ 循環型社会の構築』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満足”が高くな

っています。一方、『５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保』で「どちらかといえば不満」と「不

満」を合わせた“不満”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

５－１　市民活動・コミュニ
　　　　ティ活動の活性化

５－２　カーボンニュートラ
　　　　ルの推進

５－３　循環型社会の構築

５－４　利便性の高い地域公
　　　　共交通の確保

５－５　生活の安全性の向上

５－６　消防・防災の推進

５－７　活力ある都市空間の
　　　　整備

５－８　快適な生活基盤の構
　　　　築

3.1

2.1

4.3

2.9

2.7

3.3

2.4

3.4

18.3

13.1

28.4

14.2

22.7

26.7

17.7

21.9

66.7

69.4

53.0

48.4

55.7

56.5

54.7

52.0

5.7

8.3

7.7

19.6

11.8

7.3

14.7

13.3

2.0

2.6

2.1

10.9

3.1

2.0

6.3

5.2

4.2

4.5

4.4

3.9

4.1

4.1

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.1

3.0

3.5

18.3

17.5

16.0

66.7

65.2

67.3

5.7

6.8

5.9

2.0

2.1

2.1

4.2

5.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５－２ カーボンニュートラルの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば満足」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 循環型社会の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“不満”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.1

1.8

2.7

13.1

10.6

9.0

69.4

71.5

72.9

8.3

7.6

6.3

2.6

2.9

3.3

4.5

5.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

4.3

3.9

4.1

28.4

22.6

20.4

53.0

59.1

62.2

7.7

7.2

6.0

2.1

2.3

2.3

4.4

4.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.9

2.1

2.2

14.2

10.9

12.0

48.4

45.5

44.4

19.6

22.8

22.1

10.9

13.4

14.4

3.9

5.4

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５－５ 生活の安全性の向上 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－６ 消防・防災の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－７ 活力ある都市空間の整備 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“不満”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.7

3.9

4.3

22.7

23.6

25.1

55.7

54.4

53.8

11.8

8.7

8.4

3.1

4.2

3.6

4.1

5.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.3

6.3

5.8

26.7

26.0

29.5

56.5

53.3

51.7

7.3

6.5

6.2

2.0

2.9

1.9

4.1

4.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.4

2.6

2.9

17.7

12.0

13.2

54.7

53.2

51.5

14.7

18.6

17.9

6.3

8.5

9.6

4.2

5.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 150 

５－８ 快適な生活基盤の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の重要度】 

『５－６ 消防・防災の推進』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせた“高い”が高くな

っています。一方、『５－７ 活力ある都市空間の整備』で「どちらかといえば低い」と「低い」を合

わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.4

3.8

4.9

21.9

20.5

21.3

52.0

53.5

52.9

13.3

11.6

10.9

5.2

5.3

4.9

4.2

5.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

５－１　市民活動・コミュニ
　　　　ティ活動の活性化

５－２　カーボンニュートラ
　　　　ルの推進

５－３　循環型社会の構築

５－４　利便性の高い地域公
　　　　共交通の確保

５－５　生活の安全性の向上

５－６　消防・防災の推進

５－７　活力ある都市空間の
　　　　整備

５－８　快適な生活基盤の構
　　　　築

9.3

16.9

21.6

25.7

23.7

27.5

18.8

26.5

31.2

32.8

41.4

37.3

41.2

40.2

33.4

37.9

46.1

36.1

26.4

24.5

25.1

23.4

33.0

25.2

5.5

5.6

3.8

5.1

3.4

2.7

6.1

3.6

3.1

3.3

2.0

2.7

1.4

1.0

3.3

1.7

4.9

5.3

4.9

4.8

5.2

5.1

5.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ カーボンニュートラルの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 循環型社会の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“高い”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

9.3

13.4

11.7

31.2

27.7

28.6

46.1

43.8

44.5

5.5

5.5

6.0

3.1

2.9

3.1

4.9

6.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

16.9

20.4

20.1

32.8

27.3

27.7

36.1

39.2

39.8

5.6

3.7

3.5

3.3

3.0

2.6

5.3

6.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

21.6

22.1

21.3

41.4

34.4

33.8

26.4

32.5

33.9

3.8

2.6

3.0

2.0

2.1

1.9

4.9

6.3

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 152 

５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－５ 生活の安全性の向上 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－６ 消防・防災の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

25.7

29.7

27.1

37.3

33.0

35.0

24.5

24.1

25.7

5.1

4.6

4.2

2.7

2.1

2.2

4.8

6.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

23.7

26.1

25.4

41.2

36.4

37.5

25.1

27.2

26.8

3.4

2.3

2.8

1.4

1.6

1.8

5.2

6.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

27.5

30.7

27.7

40.2

35.6

37.7

23.4

24.9

25.8

2.7

1.7

1.6

1.0

1.1

1.4

5.1

6.0

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５－７ 活力ある都市空間の整備 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「高い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－８ 快適な生活基盤の構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“高い”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

18.8

23.2

23.9

33.4

30.0

31.7

33.0

32.1

31.1

6.1

5.5

4.7

3.3

2.9

2.6

5.5

6.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

26.5

25.9

25.2

37.9

36.5

34.6

25.2

27.1

30.2

3.6

2.6

2.3

1.7

1.8

1.9

5.0

6.0

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６ まちづくりの推進に向けて 

【現在の満足度】 

『６－１ 効果的な行政運営システムの構築』で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満

足”が高くなっています。一方、『６－２ 健全な財政運営の推進』で「どちらかといえば不満」と「不

満」を合わせた“不満”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１ 効果的な行政運営システムの構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“満足”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 = 1,173

６－１　効果的な行政運営シ
　　　　ステムの構築

６－２　健全な財政運営の推
　　　　進

６－３　共創によるまちづく
　　　　りの推進

3.1

1.8

2.1

23.1

13.6

16.4

59.7

67.3

69.5

7.1

9.4

4.9

2.8

3.5

2.6

4.3

4.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

3.1

2.9

3.0

23.1

16.7

14.7

59.7

65.0

62.6

7.1

7.6

10.2

2.8

3.9

3.6

4.3

4.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６－２ 健全な財政運営の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－３ 共創によるまちづくりの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

1.8

2.1

2.5

13.6

13.1

10.1

67.3

67.2

68.8

9.4

8.8

8.5

3.5

4.7

4.0

4.3

4.1

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

2.1

2.4

3.0

16.4

13.6

12.9

69.5

70.4

69.6

4.9

5.4

6.1

2.6

3.8

2.4

4.5

4.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【今後の重要度】 

『６－２ 健全な財政運営の推進』で「高い」と「どちらかといえば高い」を合わせた“高い”が高

くなっています。一方、『６－３ 共創によるまちづくりの推進』で「どちらかといえば低い」と「低

い」を合わせた“低い”が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１ 効果的な行政運営システムの構築 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から“高い”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 = 1,173

６－１　効果的な行政運営シ
　　　　ステムの構築

６－２　健全な財政運営の推
　　　　進

６－３　共創によるまちづく
　　　　りの推進

14.7

17.3

11.3

36.0

34.2

29.8

38.4

37.5

44.8

3.7

3.5

4.9

2.0

2.2

3.7

5.3

5.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

14.7

17.5

16.0

36.0

30.4

30.3

38.4

40.8

40.2

3.7

2.8

3.6

2.0

3.1

2.8

5.3

5.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６－２ 健全な財政運営の推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、令和５年度調査から「どちらかといえば高い」の割合が増加しています。一

方、「高い」の割合が減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－３ 共創によるまちづくりの推進 

【経年比較】 

過去調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

17.3

22.1

21.4

34.2

30.6

30.1

37.5

37.1

37.3

3.5

2.7

2.6

2.2

2.2

1.7

5.3

5.3

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い どちらかといえば高い どちらともいえない

どちらかといえば低い 低い 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 1,173

令和６年度調査 1,363

令和５年度調査 1,293

11.3

15.5

14.0

29.8

27.9

28.7

44.8

45.0

44.0

4.9

4.3

3.6

3.7

2.1

2.5

5.5

5.2

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）ライフステージ別の満足度 

市政に関する関心や満足の度合いは、その市民の置かれているライフステージ（年齢や家族構成、同

居家族の有無などによって定義される人生の段階）によって異なるものと考えられます。 

本調査では「年齢」、「家族構成」、「同居家族」の３つの属性に関する回答から、人生における様々な

ライフステージにおいて、下記の３パターンに絞って分析を行うことにより、ライフステージによって

異なる市民の施策満足度の傾向を明らかにします。 

 

ライフステージ 

（世帯構成のパターン） 

本調査での定義 

年齢 家族構成 同居家族 

パターンⅠ 

若者・単身世帯 
10歳代～20歳代 単身 － 

パターンⅡ 

子育て世帯 
10歳代～40歳代 

２世代世帯（親子）、 
３世代世帯（親・子・孫） 

就学前の乳幼児、 
小学生、中学生 

パターンⅢ 

高齢世帯 
70歳以上 

単身、 
１世代世帯（夫婦のみ） 

－ 

 

１ 活力に満ちた強い産業のまち 

１－１ 未来を支える成長産業の創出 

若者・単身世帯で「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた“満足”の割合が 38.9％と、他の

ライフステージに比べて高くなっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満足”の割合が低く

なる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 36

子育て世帯 197

高齢世帯 191

8.3

2.0

1.0

30.6

17.8

15.7

44.4

66.0

71.7

13.9

11.2

9.4

2.8

3.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１－２ 地域を支える商工業の振興 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 41.7％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 33.3％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 41.7％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 36

子育て世帯 197

高齢世帯 194

2.8

1.5

1.0

38.9

18.3

11.3

33.3

55.3

63.9

25.0

21.3

17.0

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 36

子育て世帯 197

高齢世帯 190

8.3

2.0

0.5

25.0

15.2

10.5

38.9

61.9

61.6

22.2

14.7

24.7

5.6

6.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 36

子育て世帯 197

高齢世帯 192

5.6

2.5

36.1

18.8

12.5

38.9

51.8

67.2

13.9

17.8

16.1

5.6

9.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 未来を拓くひとを育むまち 

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実 

子育て世帯で“満足”の割合が７割を超えていますが、一方で「どちらかといえば不満」と「不満」

を合わせた“不満”の割合が 13.9％と、他のライフステージに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備 

子育て世帯で“満足”の割合が 56.2％となっている一方で、“不満”の割合も 11.0％と、他のライフ

ステージに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上 

子育て世帯で“満足”の割合が４割を超えている一方で、“不満”の割合が 13.9％と、他のライフス

テージに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 181

5.3

12.9

2.2

31.6

43.3

26.0

55.3

32.8

65.2

5.3

8.5

5.5

2.6

2.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 178

2.6

9.4

2.2

36.8

35.6

27.0

55.3

41.1

62.4

2.6

10.9

7.9

2.6

3.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 182

5.3

14.9

0.5

36.8

58.4

34.6

52.6

12.9

57.7

2.6

9.9

5.5

2.6

4.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 161 

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 42.1％と、他のライフステージに比べて高くなっていますが、

ライフステージの進行に伴って、“満足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実 

子育て世帯で“満足”の割合が 38.1％と、他のライフステージに比べて高くなっています。また、

“不満”の割合はライフステージの進行に伴って、高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 魅力と賑わいにあふれるまち 

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進 

若者・単身世帯と子育て世帯の３割超が“満足”と回答していますが、ライフステージの進行に伴っ

て、“満足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 178

5.3

8.4

36.8

29.2

20.8

55.3

50.5

69.7

2.6

8.4

7.3

3.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 178

7.9

5.9

1.7

23.7

32.2

24.2

60.5

51.0

60.7

5.3

8.9

11.8

2.6

2.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 182

5.3

6.4

0.5

28.9

25.2

12.1

44.7

52.5

69.2

18.4

12.9

14.3

2.6

3.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・ＭＩＣＥ誘致の推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 52.6％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ ｢する｣｢みる｣｢ささえる｣スポーツの振興 

若者・単身世帯と子育て世帯の４割超が“満足”と回答していますが、ライフステージの進行に伴っ

て、“満足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興 

若者・単身世帯で“満足”の割合が高く、50.0％となっている一方で、高齢世帯では“不満”の割合

が 12.5％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 183

2.6

5.9

50.0

26.2

17.5

31.6

55.0

63.4

10.5

10.4

14.8

5.3

2.5

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 185

2.6

7.4

2.7

39.5

33.7

18.9

42.1

51.0

69.7

10.5

6.4

6.5

5.3

1.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 184

5.3

9.5

3.3

44.7

28.4

32.6

42.1

56.7

51.6

5.3

4.0

11.4

2.6

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３－５ 移住・定住の推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 39.4％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 誰もが健康で自分らしく暮らせるまち 

４－１ 多様性を尊重する社会の構築 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 36.9％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 42.1％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 184

2.6

5.9

1.6

36.8

18.3

15.8

50.0

62.4

69.6

7.9

11.9

10.9

2.6

1.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 187

5.3

6.0

2.1

36.8

31.3

35.3

52.6

57.2

56.7

2.6

4.5

5.3

2.6

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 184

5.3

5.4

1.6

31.6

19.8

15.2

55.3

71.3

76.6

7.9

3.5

6.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－３ 地域医療体制の充実 

高齢世帯で“満足”の割合が 55.6％と、他のライフステージに比べて高い一方で、子育て世帯では

“不満”の割合が 17.0％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４ 心かよう地域福祉の充実 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 35.1％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－５ 高齢者福祉の充実 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 36.8％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 200

高齢世帯 187

15.8

11.0

8.0

36.8

43.5

47.6

36.8

28.5

36.9

7.9

11.5

5.9

2.6

5.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 37

子育て世帯 202

高齢世帯 187

8.1

6.4

1.1

27.0

21.3

17.6

54.1

64.9

72.7

10.8

7.4

7.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 188

7.9

4.5

2.1

28.9

22.8

26.1

52.6

63.4

60.6

5.3

7.9

9.6

5.3

1.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４－６ 障害者（児）福祉の充実 

若者・単身世帯と子育て世帯の２割超が“満足”と回答していますが、ライフステージの進行に伴っ

て、“満足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 安心・安全で快適に暮らせるまち 

５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化 

子育て世帯で“満足”の割合が 29.4％と、他のライフステージに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ カーボンニュートラルの推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 34.2％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 187

5.3

4.0

2.1

21.1

21.3

15.5

68.4

64.9

71.1

2.6

7.4

9.6

2.6

2.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 183

5.3

4.0

1.1

28.9

13.4

12.0

57.9

71.6

76.5

5.3

8.5

8.2

2.6

2.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 184

2.6

5.5

3.3

26.3

23.9

22.3

63.2

63.7

67.4

2.6

5.5

6.0

5.3

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５－３ 循環型社会の構築 

高齢世帯で“満足”の割合が 45.2％と、他のライフステージに比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 28.9％と、他のライフステージに比べて高い一方で、“不満”

の割合は４割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－５ 生活の安全性の向上 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 52.6％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 186

2.6

6.5

5.4

23.7

29.9

39.8

65.8

56.2

48.4

5.3

5.5

5.9

2.6

2.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 186

2.6

3.0

3.2

26.3

19.3

17.2

26.3

45.5

57.5

31.6

18.3

12.9

13.2

13.9

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 184

7.9

4.0

0.5

44.7

26.2

26.1

36.8

52.0

57.6

10.5

15.3

14.7

2.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 167 

５－６ 消防・防災の推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 42.1％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－７ 活力ある都市空間の整備 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 44.7％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－８ 快適な生活基盤の構築 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 47.4％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 185

2.6

4.5

3.2

39.5

31.3

28.6

47.4

54.7

56.8

10.5

9.0

9.7

0.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 183

7.9

4.5

2.7

36.8

26.2

15.8

36.8

49.0

62.3

15.8

13.9

13.1

2.6

6.4

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 184

5.3

6.4

1.1

42.1

27.2

23.4

36.8

48.5

52.2

10.5

12.4

18.5

5.3

5.4

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６ まちづくりの推進に向けて 

６－１ 効果的な行政運営システムの構築 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 42.1％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２ 健全な財政運営の推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 29.0％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－３ 共創によるまちづくりの推進 

若者・単身世帯で“満足”の割合が 39.4％となっていますが、ライフステージの進行に伴って、“満

足”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 202

高齢世帯 181

5.3

3.0

1.1

23.7

17.3

16.0

47.4

68.3

75.1

21.1

7.4

6.1

2.6

4.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 181

2.6

3.0

2.2

36.8

22.4

17.7

47.4

69.7

75.1

10.5

3.0

2.8

2.6

2.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

若者・単身世帯 38

子育て世帯 201

高齢世帯 182

7.9

4.5

2.2

34.2

32.8

20.9

39.5

53.2

69.2

15.8

6.0

6.6

2.6

3.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 169 

（３）ポートフォリオ分析 

 

〔満足度・重要度の得点化〕 

第五次宇部市総合計画 前期実行計画に位置付けた各施策に対して、「現状の満足度」と「今後の重

要度」について、回答された５つの選択肢を下記の手順で得点化し、分析を行いました。 

 

●満足度・重要度の得点化の手順 

満足度  得点  重要度  得点 

不満 → -2点  低い → -2点 

どちらかといえば不満 → -1点  どちらかといえば低い → -1点 

どちらともいえない → ０点  どちらともいえない → ０点 

どちらかといえば満足 → 1点  どちらかといえば高い → 1点 

満足 → 2点  高い → 2点 

無回答 → 計算対象外  無回答 → 計算対象外 

 

●得点の算出式 

 
2点×「満足（高い）」の回答数 

＋1点×「どちらかといえば満足（どちらかといえば高い）」の回答数 

  ＋0点×「どちらともいえない」の回答数 

－1点×「どちらかといえば不満（どちらかといえば低い）」の回答数 

－2点×「不満（低い）」の回答数／無回答を除く回答数 
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◆施策の満足度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.39 

0.29 

0.26 

0.24 

0.23 

0.23 

0.23 

0.23 

0.17 

0.16 

0.15 

0.14 

0.13 

0.12 

0.11 

0.11 

0.10 

0.10 

0.09 

0.05 

0.04 

0.04 

0.02 

0.01 

0.01 

-0.05 

-0.06 

-0.20 

-0.22 

-0.22 

-0.22 

-0.5 0 0.5

４－３ 地域医療体制の充実

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実

５－３ 循環型社会の構築

４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興

５－６ 消防・防災の推進

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上

６－１ 効果的な行政運営システムの構築

３－３ 「する」「みる」「ささえる」スポーツの振興

５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化

２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実

４－１ 多様性を尊重する社会の構築

４－５ 高齢者福祉の充実

６－３ 共創によるまちづくりの推進

５－５ 生活の安全性の向上

４－４ 心かよう地域福祉の充実

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進

４－６ 障害者（児）福祉の充実

５－８ 快適な生活基盤の構築

５－２ カーボンニュートラルの推進

３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・MICE誘致の推進

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進

３－５ 移住・定住の推進

６－２ 健全な財政運営の推進

５－７ 活力ある都市空間の整備

１－１ 未来を支える成長産業の創出

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成

１－２ 地域を支える商工業の振興

５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保

(点)
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◆施策の重要度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.11 

1.00 

0.95 

0.95 

0.95 

0.93 

0.89 

0.88 

0.87 

0.86 

0.82 

0.81 

0.79 

0.74 

0.74 

0.74 

0.73 

0.72 

0.71 

0.66 

0.64 

0.62 

0.61 

0.60 

0.57 

0.56 

0.54 

0.48 

0.47 

0.43 

0.40 

0.0 0.5 1.0 1.5

４－３ 地域医療体制の充実

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実

５－６ 消防・防災の推進

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成

５－８ 快適な生活基盤の構築

５－５ 生活の安全性の向上

４－５ 高齢者福祉の充実

５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保

５－３ 循環型社会の構築

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興

４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進

２－５ いつでも いつまでも学べる環境の充実

４－６ 障害者（児）福祉の充実

１－２ 地域を支える商工業の振興

１－１ 未来を支える成長産業の創出

４－４ 心かよう地域福祉の充実

３－５ 移住・定住の推進

６－２ 健全な財政運営の推進

５－７ 活力ある都市空間の整備

６－１ 効果的な行政運営システムの構築

３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・MICE誘致の推進

５－２ カーボンニュートラルの推進

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進

４－１ 多様性を尊重する社会の構築

３－３ 「する」「みる」「ささえる」スポーツの振興

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興

６－３ 共創によるまちづくりの推進

５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化

(点)
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〔満足度・重要度の相対評価〕 

各施策の満足度・重要度をそれぞれ縦軸と横軸にとり、得点の平均値を境界として、４つの領域に区

分した散布図を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆タイプＡ：重点的に取り組むべき施策 

→今後の重要度は高いものの、現在の取組に対する満足度が低い施策と考えられます。

施策の改善や新たな施策の検討など、他のタイプの施策より優先して取り組む必要が

あります。 

 

◆タイプＢ：充実が望まれる施策 

→今後の重要度と現在の取組に対する満足度ともに高い施策と考えられます。今後も現在

の水準を下げることなく、着実に取り組んでいく必要があります。 

 

◆タイプＣ：関心の低い施策 

→今後の重要度と現在の取組に対する満足度がともに低い施策と考えられます。施策の方

向性や取組の見直しについて検討する必要があります。また、施策の状況が市民に見え

にくいと考えられるため、認知度向上に向けた取組も必要です。 

 

◆タイプＤ：維持が望まれる施策 

→今後の重要度は低いものの、現在の取組は満足している施策と考えられます。今後も満

足度の水準を下げることなく、着実に取り組んでいく必要があります。 

  

 

 

タイプＡ 

 

 

 

 

 

 

 

タイプＢ 

 

 

 

 

 

 

 

タイプＣ 

 

 

タイプＣ 

 

 

 

 

 

 

 

タイプＤ 

 

重要 

重要 

ではない 

重

要

度 

満 足 度 

満足 不満 
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①全体集計 

全体的には、「４－３ 地域医療体制の充実」「２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実」「２－

２ 子どもが健やかに育つ環境の整備」等の分野において満足度・重要度ともに高い結果が出ていま

す。一方で、「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成」「５－４ 利便性の高い地域公共交通の

確保」については、重要度が高いにも関わらず、満足度が低い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

項目 

１－１ 未来を支える成長産業の創出 ４－３ 地域医療体制の充実 

１－２ 地域を支える商工業の振興 ４－４ 心かよう地域福祉の充実 

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興 ４－５ 高齢者福祉の充実 

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成 ４－６ 障害者（児）福祉の充実 

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実 ５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化 

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備 ５－２ カーボンニュートラルの推進 

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上 ５－３ 循環型社会の構築 

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進 ５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保 

２－５ いつでもいつまでも学べる環境の充実 ５－５ 生活の安全性の向上 

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進 ５－６ 消防・防災の推進 

３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・MICE誘致の推進 ５－７ 活力ある都市空間の整備 

３－３ 「する」「みる」「ささえる」スポーツの振興 ５－８ 快適な生活基盤の構築 

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興 ６－１ 効果的な行政運営システムの構築 

３－５ 移住・定住の推進 ６－２ 健全な財政運営の推進 

４－１ 多様性を尊重する社会の構築 ６－３ 共創によるまちづくりの推進 

４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進  

  

重要 

重要 

ではない 
満足 不満 

１－１

１－２

１－３
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３－４

３－５

４－１

４－２
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0.3
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1.0
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-0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4

満足度

平均 0.09

重要度

平均 0.73
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②世代別集計 

 ◆若者世代(10～20歳代) 

「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成」「５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保」「１

－３ 強くて稼げる農林水産業の振興」等が、重要度が高い一方で満足度が低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ミドル世代(30～50歳代) 

「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成」「５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保」「１

－３ 強くて稼げる農林水産業の振興」等が、重要度が高い一方で満足度が低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要 

重要 

ではない 

 満足 不満 

重要 

重要 

ではない 

 満足 不満 

１－１１－２

１－３

１－４
２－１

２－２

２－３

２－４

２－５

３－１

３－２

３－３

３－４

３－５

４－１

４－２

４－３

４－４

４－５

４－６

５－１

５－２

５－３

５－４

５－５ ５－６
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６－３
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満足度

平均 0.23

重要度

平均 0.84
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◆シニア世代(60歳以上) 

「１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興」「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成」が、

重要度が高い一方で満足度が低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

１－１ 未来を支える成長産業の創出 ４－３ 地域医療体制の充実 

１－２ 地域を支える商工業の振興 ４－４ 心かよう地域福祉の充実 

１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興 ４－５ 高齢者福祉の充実 

１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成 ４－６ 障害者（児）福祉の充実 

２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実 ５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化 

２－２ 子どもが健やかに育つ環境の整備 ５－２ カーボンニュートラルの推進 

２－３ 子どもの学びの充実と学力の向上 ５－３ 循環型社会の構築 

２－４ 一人ひとりを大切にする教育の推進 ５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保 

２－５ いつでもいつまでも学べる環境の充実 ５－５ 生活の安全性の向上 

３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進 ５－６ 消防・防災の推進 

３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・MICE誘致の推進 ５－７ 活力ある都市空間の整備 

３－３ 「する」「みる」「ささえる」スポーツの振興 ５－８ 快適な生活基盤の構築 

３－４ 人と地域がきらめく文化の振興 ６－１ 効果的な行政運営システムの構築 

３－５ 移住・定住の推進 ６－２ 健全な財政運営の推進 

４－１ 多様性を尊重する社会の構築 ６－３ 共創によるまちづくりの推進 

４－２ 生涯を通じた健康づくりの推進  
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③前期実行計画・基本目標ごとの集計 

１ 活力に満ちた強い産業のまち 

この分野では、「１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興」「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材

の育成」が、重要度が高い一方で満足度が低く、また、「１－２ 地域を支える商工業の振興」は、重

要度・満足度ともに低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要 

重要 

ではない 
満足 不満 

１－１ 未来を支える

成長産業の創出

１－２ 地域を支える

商工業の振興

１－３ 強くて稼げる

農林水産業の振興

１－４ 安定した雇用の創出と

産業人材の育成
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満足度

平均 -0.18

重要度

平均 0.79
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２ 未来を拓くひとを育むまち 

この分野では、「２－１ 子どもを生み育てやすい環境の充実」が重要度・満足度ともに高く、また、

「２－５ いつでもいつまでも学べる環境の充実」は重要度・満足度ともに低い状況です。 
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２－１ 子どもを生み育てやすい

環境の充実

２－２ 子どもが健やかに育つ

環境の整備

２－３ 子どもの学びの充実と

学力の向上

２－４ 一人ひとりを大切にする

教育の推進

２－５ いつでも いつまでも学べる

環境の充実
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３ 魅力と賑わいにあふれるまち 

この分野では、「３－１ 宇部の魅力を高めるシティプロモーションの推進」「３－２ 地域の魅力を

活かした観光振興・MICE誘致の推進」「３－５ 移住・定住の推進」が、重要度が高い一方で満足度が

低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要 

重要 

ではない 
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３－１ 宇部の魅力を高める

シティプロモーションの推進

３－２ 地域の魅力を活かした

観光振興・MICE誘致の推進

３－３ 「する」「みる」「ささえる」

スポーツの振興

３－４ 人と地域がきらめく

文化の振興

３－５ 移住・定住の推進
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４ 誰もが健康で自分らしく暮らせるまち 

この分野では、「４－５ 高齢者福祉の充実」が、重要度が高い一方で満足度が低く、また、「４－１ 

多様性を尊重する社会の構築」「４－４ 心かよう地域福祉の充実」「４－６ 障害者（児）福祉の充実」

は、満足度・重要度ともに低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要 

重要 

ではない 
満足 不満 

４－１ 多様性を尊重する

社会の構築

４－２ 生涯を通じた

健康づくりの推進
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５ 安心・安全で快適に暮らせるまち 

この分野では、「５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保」「５－８ 快適な生活基盤の構築」が、

重要度が高い一方で満足度が低く、また、「５－２ カーボンニュートラルの推進」「５－７ 活力ある

都市空間の整備」は、満足度・重要度ともに低い状況です。 
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５－１ 市民活動・

コミュニティ活動の活性化
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ニュートラルの推進
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地域公共交通の確保

５－５ 生活の安全性の向上
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６ まちづくりの推進に向けて 

この分野では、「６－２ 健全な財政運営の推進」が、重要度が高い一方で満足度が低い状況です。 
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６－１ 効果的な行政運営

システムの構築
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④経年比較（Ｒ６→Ｒ７） 
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１ 活力に満ちた強い産業のまち 

令和６年度調査と比較すると、「１－１ 未来を支える成長産業の創出」「１－２ 地域を支える商工

業の振興」「１－４ 安定した雇用の創出と産業人材の育成」において、重要度が低下しています。ま

た、「１－３ 強くて稼げる農林水産業の振興」では、重要度が高まっています。 
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１－３ 強くて稼げる

農林水産業の振興
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産業人材の育成

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

-0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.0

満足度

平均 -0.18

重要度

平均 0.79

R6R6

R6

R7

R7

R7

R7

R6



 

 184 

 

２ 未来を拓くひとを育むまち 

令和６年度調査と比較すると、すべての取組で重要度が低下しています。 
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       R6     R7

２－３ 子どもの学びの

充実と学力の向上

２－１ 子どもを生み

育てやすい環境の充実

２－２ 子どもが健やかに

育つ環境の整備

２－４ 一人ひとりを

大切にする教育の推進

２－５ いつでも いつまでも

学べる環境の充実
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３ 魅力と賑わいにあふれるまち 

令和６年度調査と比較すると、「３－３ 「する」「みる」「ささえる」スポーツの振興」「３－４ 人

と地域がきらめく文化の振興」において、重要度が高まっています。また、「３－１ 宇部の魅力を高

めるシティプロモーションの推進」「３－２ 地域の魅力を活かした観光振興・MICE 誘致の推進」「３

－５ 移住・定住の推進」では、重要度が低下しています。 
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４ 誰もが健康で自分らしく暮らせるまち 

令和６年度調査と比較すると、すべての取組で重要度が低下しています。 
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４－４ 心かよう

地域福祉の充実

４－１ 多様性を

尊重する社会の構築

４－２ 生涯を通じた

健康づくりの推進

４－３ 地域医療
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５ 安心・安全で快適に暮らせるまち 

令和６年度調査と比較すると、「５－３ 循環型社会の構築」「５－８ 快適な生活基盤の構築」にお

いて、重要度が高まっています。また、「５－１ 市民活動・コミュニティ活動の活性化」「５－２ カ

ーボンニュートラルの推進」「５－４ 利便性の高い地域公共交通の確保」「５－５ 生活の安全性の向

上」「５－６ 消防・防災の推進」「５－７ 活力ある都市空間の整備」では、重要度が低下しています。 
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６ まちづくりの推進に向けて 

令和６年度調査と比較すると、「６－１ 効果的な行政運営システムの構築」において、満足度・重

要度ともに高まっています。また、「６－２ 健全な財政運営の推進」「６－３ 共創によるまちづくり

の推進」では、重要度が低下しています。 
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第３章 自由意見 

「宇部市のこれからのまちづくりに関するご意見・ご要望」での自由意見について、記載内容をテキ

ストマイニングを用いて、全体と各年代（若者世代、ミドル世代、シニア世代）に分類し、分析を行い

ました。これらの意見を見ると、交通や公共施設に関するキーワードが多くみられます。 

※記載頻度が高い単語を複数選び出し、その頻度に応じた大きさで図示しています。 

また、単語の色は品詞の種類を示しており、青色が「名詞」、赤色が「動詞」、緑色が「形容詞」となってい

ます。 
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〔ミドル世代（30～50 歳代）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔シニア世代（60歳以上）〕 
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資料編 

１ 回答状況 

（１）調査票での回答とインターネットでの回答の割合 

有効回答数 調査票での回答者 インターネットでの回答者 

1,173 人 774 人（66.0％） 399 人（34.0％） 

 

（２）調査票とインターネットの回答者属性 

 有効回答数 調査票での回答者 
インターネット 

での回答者 

性
別 

男性 475 人（40.5％） 303 人（63.8％） 172 人（36.2％） 

女性 684 人（58.3％） 461 人（67.4％） 223 人（32.6％） 

その他 11 人（0.9％） 7 人（63.6％） 4 人（36.4％） 

無回答 3 人（0.3％） 3 人（100.0％） 0 人（0.0％） 

年
代
別 

10 歳代 16 人（1.4％） 7 人（43.8％） 9 人（56.3％） 

20 歳代 92 人（7.8％） 42 人（45.7％） 50 人（54.3％） 

30 歳代 147 人（12.5％） 67 人（45.6％） 80 人（54.4％） 

40 歳代 200 人（17.1％） 107 人（53.5％） 93 人（46.5％） 

50 歳代 216 人（18.4％） 119 人（55.1％） 97 人（44.9％） 

60 歳代 238 人（20.3％） 188 人（79.0％） 50 人（21.0％） 

70 歳以上 262 人（22.3％） 242 人（92.4％） 20 人（7.6％） 

無回答 2 人（0.2％） 2 人（100.0％） 0 人（0.0％） 

家
族
構
成 

単身 284 人（24.2％） 191 人（67.3％） 93 人（32.7％） 

１世代世帯（夫婦のみ） 335 人（28.6％） 260 人（77.6％） 75 人（22.4％） 

２世代世帯（親子） 467 人（39.8％） 271 人（58.0％） 196 人（42.0％） 

３世代世帯（親・子・孫） 67 人（5.7％） 35 人（52.2％） 32 人（47.8％） 

その他 11 人（0.9％） 8 人（72.7％） 3 人（27.3％） 

無回答 9 人（0.8％） 9 人（100.0％） 0 人（0.0％） 

職
業 

会社員・公務員 

（フルタイム） 
454 人（38.7％） 242 人（53.3％） 212 人（46.7％） 

パート・アルバイト 

（学生は除く） 
206 人（17.6％） 136 人（66.0％） 70 人（34.0％） 

自営業及び家族従業員 87 人（7.4％） 56 人（64.4％） 31 人（35.6％） 

農林水産業 7 人（0.6％） 7 人（100.0％） 0 人（0.0％） 

家事専業 99 人（8.4％） 77 人（77.8％） 22 人（22.2％） 

学生 26 人（2.2％） 9 人（34.6％） 17 人（65.4％） 

無職 252 人（21.5％） 217 人（86.1％） 35 人（13.9％） 

その他 30 人（2.6％） 18 人（60.0％） 12 人（40.0％） 

無回答 12 人（1.0％） 12 人（100.0％） 0 人（0.0％） 
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 有効回答数 調査票での回答者 
インターネット 

での回答者 

居
住
地
区 

東岐波 96 人（8.2％） 61 人（63.5％） 35 人（36.5％） 

西岐波 139 人（11.8％） 98 人（70.5％） 41 人（29.5％） 

川上 51 人（4.3％） 27 人（52.9％） 24 人（47.1％） 

常盤 38 人（3.2％） 22 人（57.9％） 16 人（42.1％） 

恩田 94 人（8.0％） 69 人（73.4％） 25 人（26.6％） 

岬 26 人（2.2％） 20 人（76.9％） 6 人（23.1％） 

見初 18 人（1.5％） 14 人（77.8％） 4 人（22.2％） 

上宇部 82 人（7.0％） 55 人（67.1％） 27 人（32.9％） 

神原 43 人（3.7％） 27 人（62.8％） 16 人（37.2％） 

琴芝 57 人（4.9％） 33 人（57.9％） 24 人（42.1％） 

新川 49 人（4.2％） 25 人（51.0％） 24 人（49.0％） 

小羽山 44 人（3.8％） 30 人（68.2％） 14 人（31.8％） 

鵜の島 26 人（2.2％） 16 人（61.5％） 10 人（38.5％） 

藤山 90 人（7.7％） 58 人（64.4％） 32 人（35.6％） 

原 40 人（3.4％） 28 人（70.0％） 12 人（30.0％） 

厚南 91 人（7.8％） 65 人（71.4％） 26 人（28.6％） 

黒石 65 人（5.5％） 44 人（67.7％） 21 人（32.3％） 

西宇部 46 人（3.9％） 25 人（54.3％） 21 人（45.7％） 

厚東 16 人（1.4％） 13 人（81.3％） 3 人（18.8％） 

二俣瀬 4 人（0.3％） 2 人（50.0％） 2 人（50.0％） 

小野 10 人（0.9％） 6 人（60.0％） 4 人（40.0％） 

船木 26 人（2.2％） 22 人（84.6％） 4 人（15.4％） 

万倉 6 人（0.5％） 4 人（66.7％） 2 人（33.3％） 

吉部 8 人（0.7％） 2 人（25.0％） 6 人（75.0％） 

無回答 8 人（0.7％） 8 人（100.0％） 0 人（0.0％） 

居
住
年
数 

１年未満 20 人（1.7％） 9 人（45.0％） 11 人（55.0％） 

１～４年 68 人（5.8％） 36 人（52.9％） 32 人（47.1％） 

５～９年 70 人（6.0％） 31 人（44.3％） 39 人（55.7％） 

10～19 年 142 人（12.1％） 69 人（48.6％） 73 人（51.4％） 

20～29 年 173 人（14.7％） 105 人（60.7％） 68 人（39.3％） 

30 年以上 695 人（59.2％） 519 人（74.7％） 176 人（25.3％） 

無回答 5 人（0.4％） 5 人（100.0％） 0 人（0.0％） 
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２ 調査票 
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